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令和元年第４回邑南町議会定例会（第１日目） 会議録 
【令和元年９月２日（月）】 

―― 午前９時30分 開会 ―― 

 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開会宣告 

 
●山中議長（山中康樹）  おはようございます。ただ今から、令和元年第４回邑南町議会

定例会を開会いたします。議長の諸般の報告につきましては、お手元に配付をしたとおりで

ございますので、ご覧いただきたいと思います。これより、本日の会議を開きます。本日の

議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。 
 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第１ 会議録署名議員の指名 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。６番漆谷議員、

７番大屋議員、お願いをいたします。 
 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第２ 会期の決定 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第２、会期の決定を議題といたします。お諮りをいたしま

す。本定例会の会期は、本日、９月２日から９月１３日までの１２日間としたいと思います。

これにご異議はありませんか。 
 

（「異議なし」の声あり） 
 
●山中議長（山中康樹）  異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、９月２

日から９月１３日までの１２日間とすることに決定いたしました。 
 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第３ 行政報告 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第３、行政報告。これより町長に、中間行政報告及び諸般

の報告を行っていただきます。 
 
○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 
 
○石橋町長（石橋良治）  令和元年第４回邑南町議会定例会の開会にあたり、決算認定案、
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条例案、予算案の説明に先立ちまして、決算状況、財政状況及び現在進めております諸施策

等についてご報告申し上げ、町議会並びに町民の皆様へのご理解とご協力を賜りたいと存じ

ます。平成３０年度における各会計の決算につきましては、本定例会にご承認をお願いする

よう提案していますが、その概要につきましてご説明いたします。まず、一般会計につきま

しては、歳入総額１１６億３，８４０万７，５０３円に対しまして、歳出総額１１４億２，

７８２万５，２２８円で、差し引き２億１，０５８万２，２７５円の黒字でございましたが、

繰越明許により翌年度へ繰り越すべき財源の１，４６７万７，０００円を差し引きますと、

実質収支額は１億９，５９０万５，２７５円の黒字でございます。次に、特別会計でござい

ますが、国民健康保険事業特別会計は、歳入総額１４億３，９８１万９０３円に対しまして、

歳出総額１４億１，５２５万７，０７６円で、差し引き２，４５５万３，８２７円の黒字。

国民健康保険直営診療所事業特別会計は、歳入総額２億５，０６７万７，３３１円に対しま

して、歳出総額２億４，９８６万９，９９９円で、差し引き８０万７，３３２円の黒字でご

ざいましたが、繰越明許により翌年度へ繰り越すべき財源の３４万４，０００円を差し引き

ますと、実質収支額は４６万３，３３２円の黒字でございます。後期高齢者医療事業特別会

計は、歳入総額３億７，２５２万７，３５０円に対しまして、歳出総額３億７，０３７万４，

５２０円で、差し引き２１５万２，８３０円の黒字。下水道事業特別会計は、歳入総額９億

１，６１５万７，８６１円に対しまして、歳出総額９億２４４万６，０８１円で、差し引き

１，３７１万１，７８０円の黒字。電気通信事業特別会計は、歳入総額４億７，６３３万９，

２８９円に対しまして、歳出総額４億６，４０３万５，４６２円で、差し引き１，２３０万

３，８２７円の黒字でございます。水道事業の収支状況につきまして、消費税抜きで申し上

げます。事業収益３億８，７９２万５，８５７円、事業費用４億４，０８７万６，２１５円

で、当年度欠損金は５，２９５万３５８円となりました。決算に基づく普通会計の財政指数

につきましては、経常収支比率は９６.３％で、前年度対比で２.２ポイント上昇しておりま

す。いわゆる財政健全化法に係る判断比率のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率につい

ては赤字額がないため早期健全化基準に該当する数値はございません。実質公債費比率は、

単年度数値では１.３ポイント上昇の１５.３％、比率として使用される３年平均の数値とし

ましても１４.５％で０.５ポイントの上昇となっております。また、将来負担比率は１０８.

５％と０.５ポイントの減少なっております。実質公債費比率及び将来負担比率のいずれも

早期健全化基準となる数値は下回っています。水道事業会計、下水道事業特別会計に係る資

金不足比率については、資金不足がないため経営健全化基準に該当する数値はございません。

次に、本年度の財政運営について申し上げます。本年度の普通交付税の配分が７月２３日に

決定されました。概要としましては、普通交付税が５３億２，４９２万７，０００円、臨時

財政対策債発行可能額が１億８，５２３万８，０００円で、合わせて５５億１，０１６万５，

０００円でございます。平成３０年度と比較しますと２.２％の減少、額にして１億２，１

３２万２，０００円の減額となっております。普通交付税につきましては、下水道費におい

て有収水量の算出方法が見直されたことによる投資補正の増加や、保健衛生費において上水

道事業への高料金対策拠出基準を満たしたことによる密度補正の増加などの増額要因はあ

るものの、合併後１０年を経過したことによる平成２７年度からの合併特例措置が最終年度

を迎えていること、道路橋りょう費において、臨時地方道整備事業債分の事業費補正が減少

したこと、地方債の償還に対する普通交付税措置額が償還額の漸減に合わせて減額となって
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いることなどから、全体として交付額は減額となっております。なお、当初予算におきまし

ては、いずれも決定額を下回る金額を計上しておりますので、この配分結果に基づき、今回

の一般会計補正予算におきまして、普通交付税を１億２，５２３万２，０００円増額、臨時

財政対策債を７，７２８万６，０００円増額することとしております。また、平成３０年度

決算に基づき、繰越金を１億８，５９０万５，０００円増額し、当初予算措置額と合わせ１

億９，５９０万５，０００円とすることにしておりますのでよろしくお願いいたします。次

に、道の駅瑞穂の再整備について申し上げます。８月２３日、事業実施に向けた必要事項の

検討を目的に、「道の駅瑞穂再整備検討委員会」を設置しました。委員会には関係する諸団

体代表による本会議と、実務者によるワーキンググループ会議を置き、必要な機能規模、整

備主体や運営体制等について議論いただくこととしております。次に、地区別戦略実現事業

について申し上げます。「関係人口の創出」をテーマに実施しているハード整備コンペ事業

には、井原地区の井原そばづくり同好会が「井原つながるそばコミュニティ事業」で、矢上

地区の矢上地区別戦略事業協議会が「学びと地域交流拠点～エキノマエ～」で、阿須那地区

のＹＵＴＡかプロジェクトが「鉄道公園と連携した関係人口創出交流拠点整備事業」で、高

原地区の高原を楽しくする会が「タカハランドスケープ」で、それぞれコンペに参加され過

去最多４団体の審査となりました。採択は１地区のみであり、民間委員を含む８名の審査員

が、書類による１次審査と、８月１９日にはプレゼンテーション・質疑応答による２次審査

を実施、４地区とも高評価を得ました。結果として得点上位の阿須那地区の事業を採択決定

しました。次に、矢上高校の教育振興について申し上げます。本年度の入学生が定員９０名

に対し６９人となり、特に町内中学校からの入学者が３８人と、卒業生７２人の５２.７％

にとどまりました。過去の実績ではオープンスクールへの参加者が多い年は入学者数も多く

なる事を踏まえ、７月２２日の矢上高校教育振興会総会において、町内中学生の矢上高校オ

ープンスクールへの参加率１００％を目指すことを確認しました。８月２０日には１回目の

オープンスクールが実施され、部活動の大会等で参加できない生徒さんもあるなか、町内の

中学３年生７４人の内４７人、６３.５％の生徒さんに参加いただきました。町外・県外を

含めると総勢１３９人の参加があり、昨年を３２人上回りました。１１月１７日には２回目

のオープンスクールがあります。矢上高校を訪れ高校側の説明を受けた後に進路選択して頂

くよう、引き続き参加を呼び掛けてまいります。次に、三江線跡地活用状況について申し上

げます。宇都井駅周辺・口羽駅周辺・江平駅周辺の鉄道資産について、ＪＲ西日本米子支社

と協議した結果、６月１８日に土地等無償譲渡契約書・確認書を交わし、７月１日契約書記

載物件について受領いたしました。３月に田所公民館で実施した全町対象の説明会に加え、

改めて矢上・口羽・出羽の各公民館で説明会を開きました。ここでは、町内各地の体験施設

を結ぶ観光ルートの確立を急ぐこと、体験施設の一つとして鉄道公園が令和２年４月からス

タートできるよう管理体制の確立を図ること、また５年に１度実施する宇都井駅などの点検

修繕の際には、ＪＲ協力金を原資にした基金の残高や、鉄道公園の運営状況等を見極めなが

ら、計画の見直しを含めた検証を行い、事業継続について理解を求める事、等について説明

しました。次に、邑南町しごとづくりセンターについて申し上げます。邑南町しごとづくり

センターは、４月から福山ビジネスサポートセンターのスタッフにより相談業務を続けてお

ります。このほど７月１日付けで新しいセンター長に矢吹穣氏が就任しました。矢吹氏は現

在、静岡県富士市で研修中で、９月２０日に研修を修了した後、１０月１日から相談業務を
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開始する予定となっております。次に、ふるさと寄附について申し上げます。今年の４月か

ら８月２７日までの間に寄せられたふるさと寄付金の額は、約２，３８５万円で、前年度の

同じ時期の約５倍となっております。希望される返礼品の一番人気は、米で、金額ベースで

全体の約半分を占めております。今後の見通しといたしましては、今年度に入って対前年度

で、約５倍に寄付金額が伸びていることを考えますと、昨年度１年間で約５，０００万円で

したので、今年度は５倍の２億５，０００万円程度になるのではないかと予想いたしており

ます。次に、邑南町子ども健康サポートネットワーク推進委員会の設置について申し上げま

す。本町では、妊娠期から出産、育児期において切れ目のない支援と、児童生徒等が抱える

現代的な健康課題を解消し健やかな成長を促すことを目的に、８月２２日「邑南町子ども健

康サポートネットワーク推進委員会」を設立しました。この推進委員会は、島根大学医学部

小児科竹谷教授をはじめ島根県、公立邑智病院、町内保育所・小中学校、矢上高校、石見養

護学校の代表などで組織され、子どもさんの健康を町全体で支えていこうとするものです。

今後、島根大学医学部小児科との連携を深めながら、関係者間の情報共有と養護教諭、栄養

教諭、保育士、保健師など専門職への研修会を開催するなど、より的確に児童生徒等の健康

状態を判断する力が養われるような機会をもつことで健康課題の解決につなげていきたい

と考えています。次に、税務職員相互併任制度の活用について申し上げます。平成２９年度

に引き続き、７月１日から島根県との税務職員相互併任制度を活用いたしまして、滞納整理

の共同実施、実務研修を行い、職員の徴収技術の向上、滞納額の縮減に努めております。次

に、Ａ級グルメの取り組みについて申し上げます。本町が平成２３年度から進めております、

Ａ級グルメ構想を全国に広げるため、北海道鹿部町・福井県小浜市・宮崎県都農町・島根県

西ノ島町・邑南町の１市４町で、にっぽんＡ級（永久）グルメのまち連合を結成し、本年５

月、結成後初めての総会を邑南町で開催したところです。この取り組みの一環として、連合

の事務所があります東京都千代田区の千代田プラットホームサービスに隣接したビルに、Ａ

級グルメアカデミーを千代田プラットホームサービス協力のもと開設する運びとなりまし

た。具体的な事業内容としては、東京都内でＡ級グルメ構想の理念を基に、実践的な飲食店

実習及び飲食店開設に必要な経営等の座学を1年コースと短期コースで学ぶことができるも

のです。Ａ級グルメアカデミーの飲食店実習では、飲食店側から賃金も支給されるため、通

常の料理学校より経費の負担を抑えることができます。卒業後は、連合加盟自治体の地域お

こし協力隊への進路も視野に入れております。都内及び関東圏の受講生だけでなく、連合加

盟自治体の住民、主に高校生も募集し、今後は飲食店だけでなく、地方で必要とされる福祉・

医療施設の料理人育成も目指していく予定です。引き続き、ご理解を賜りますようお願いい

たします。次に、農林業の振興について申し上げます。はじめに、水稲の状況ですが、本年

は田植え時期を前に晴天が続き、４月末に降って以降、なかなか雨が降らない状況が続きま

した。冬に降雪が少なかった影響もあると考えておりますが、町内の一部では、水不足によ

り田植えの準備や田植えができないほ場がありました。そのような中、主食用水稲の作付け

は、１,０３４ヘクタールとなりました。その内、ハーブ米コシヒカリが１３８.７ヘクター

ル、ハーブ米きぬむすめが１５.５ヘクタールとなり、それぞれ前年度と比較して増加とな

っております。そのほか、飼料用イネが５４.８ヘクタール。飼料用米が４ヘクタール。大

豆が４.９ヘクタール。ソバが１２.１ヘクタールなどとなりました。次に、コメの買い取り

価格についてですが、ＪＡしまねから令和元年産米の買い取り価格が発表されました。きぬ
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むすめ、つや姫、酒米、もちなど、１等米で３０ｋｇあたり５０円から２５０円高い価格と

なっています。ＪＡ島根おおち地区本部の主力米であるコシヒカリ１等米は、３０ｋｇあた

り昨年と同じ６,６００円。同様にハーブ米コシヒカリも７,４００円となっています。ハー

ブ米コシヒカリに対しては、町からさらに２００円上乗せ助成し、集荷に力を入れていくこ

ととしています。本年は、高温、水不足に続き、８月１５日の台風１０号、九州北部に大雨

特別警報が発表された８月２７日からの長雨と続き、農家の皆様にとっては、一年を通して

心配が続く年になりました。しかしながら、日照時間は平年の１.５倍近くあったとして、

作柄は平年並みになると予測されていましたが、先ほど述べました台風や長雨の影響もあり

ましたので、今後、等級検査の状況等を見守っていきたいと思います。次に、森林環境譲与

税についてですが、昨年度末の基金条例の制定、基金の創設を受けて、現在関係各課担当者

レベルのワーキング会議を開催し、森林環境譲与税の使途について検討しています。また、

町内の林業事業体、木材協会、農林振興課、オブザーバーとして県西部農林振興センター県

央事務所林業部、県森林協会森林経営推進センターで構成する、邑南町新たな森林管理シス

テム運営協議会を設立いたしました。今後この運営協議会において、新たな森林管理制度の

推進について検討し、森林の公益的機能の維持増進、地域林業の発展につなげていきたいと

思っています。引き続き、ご理解を賜りますようお願いいたします。次に、建設関係の事業

について申し上げます。まず、県道改良事業でございますが、浜田作木線高見工区改良工事

につきましては、高見川と出羽川の合流付近の法面掘削工事が進められています。また、高

見橋の橋りょう下部工や馬場橋の橋りょう上下部工を行っていただきます。また吉原工区は

擁壁工や側溝工など、順調に改良工事が進められています。仁摩邑南線荻原工区につきまし

ては、荻原橋の上部工の工事を発注されました。国道２６１号鱒渕工区、甲田作木線日南川

工区、田所国府線市木工区は昨年度に引き続き改良工事を行って頂きます。続きまして、町

道改良事業でございますが、本年度9路線の改良・舗装事業を計画しており、現在まで当初

の予定どおり工事発注を行っています。災害復旧事業でございますが、梅雨前線豪雨（７月

１８日～７月２２日）よる災害が発生し、被災箇所の現地精査を行いました。その結果、国

庫補助事業の対象箇所は、農地災害８箇所、農業用施設災害２箇所です。単独災害につきま

しては、農業用施設１箇所、林道は５路線７箇所、町道７路線１７箇所、河川は２河川２箇

所でございます。国庫補助事業につきましては、１０月下旬から１１月上旬にかけて災害査

定を受け、順次工事発注を行い早期の復旧を目指します。また、単独災害につきましても順

次測量設計業務や復旧工事を発注し、早期の復旧を目指します。教育委員会関係ですが、ま

ず学校教育課の関係について申し上げます。「平成３０年度邑南町教育委員会の権限に属す

る事務の点検・評価報告書」についてですが、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第２６条」に基づきまして、「報告書を議会に提出し、公表しなければならない。」と規定

されていることから、今定例議会において教育委員会から提出されます。これは、教育委員

会の権限に属する事務について、自らが自己点検評価し、学識経験を有する者で構成された

第３者評価機関の委員による意見を付して、報告書としてまとめたものです。なお、評価結

果につきましては、今後の教育行政推進の一助としています。次に、外国語指導助手の体制

について申し上げます。これまで、一人体制であった外国語指導助手について、この２学期

から二人体制にいたします。お二人ともアメリカ合衆国から来ていただいており、男性のス

コット・シェインさんは中学校、女性のハザー・ビアンカさんは小学校を担当してもらいま
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す。任期は、令和２年８月４日までです。次に、部活動の全国大会等への出場について申し

上げます。８月２１日から２４日まで大阪府で開催された「第４６回全日本中学校陸上競技

選手権大会」の男子４００メートルに、瑞穂中学校の新井裕太さんが、女子１００メートル

ハードルに金子継さん、が出場されました。また、８月２１日から大阪市で開催された第４

９回全国中学校剣道大会に田所地区の三上星さんが出場されました。三上さんは現在、北広

島町の新庄中学校に通学されており広島県予選を勝ち抜いて全国大会へ出場をされました。

次に、生涯学習課関係について申し上げます。１２月１８日から２７日までの１０日間の予

定で計画いたします、フィンランド共和国交流派遣事業についてでございます。今回の募集

につきまして、事務局より事前に町内中学校、矢上高等学校及び石見養護学校に出向き、過

去の写真、映像を使いながら本事業のねらい等を紹介しながら各学校の生徒の皆様に理解を

求めました。その結果、中学校より１８名、高校より４名のたくさんの応募をいただいたと

ころでございます。その後選考委員会を経て１６名の参加者を決定いたしました。今後６回

程度の事前学習会を計画しています。特に訪問を予定しておりますエスポーンラフティ高校

生とインターネットを介しての事前交流、文化ボックス事業等を実施し当日を迎えるよう計

画しております。つづきまして、邑南町スポーツ大会出場助成についてです。７月２５日か

ら栃木県那須塩原市で開催されました第３６回全日本小学生ソフトテニス選手権大会に、は

すみスポーツ少年団平佐凄凰さんが出場されました。今回の経験を生かし、さらなる飛躍を

期待いたします。次に、国保直営診療所事業について申し上げます。矢上診療所の常勤の医

師について、適任者の方1名に採用内定通知を出し、応諾していただきました。勤務は令和

２年４月１日から、ご家族で邑南町に居住していただく予定でございます。つきましては、

医師住宅についてでございますが、新しい医師は新築を望んでおられず、徒歩でも通勤可能

な範囲で住宅を希望されていることもあり、矢上診療所の近くの空き家を改修し、医師住宅

として整備していく方針でございます。空き家の持ち主の方からは、土地は無償貸借、建物

は町に寄附をしていただけるという返事をいただいているところです。本定例会で、矢上診

療所の医師住宅整備事業を補正予算に計上しておりますので、何とぞ、ご理解賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。次に、邑南町発注の公共事業についてでございますが、これ

は別紙一覧表で発注状況をご報告させていただきますのでそちらをご覧ください。以上、９

月議会定例会の開会にあたり、本年度の諸施策について、中間行政報告をさせていただきま

した。なお、本定例会に提案いたします議案は、決算認定案７件、条例案１２件、補正予算

案６件合せて２５件としています。何卒、慎重にご審議の上、適切な議決を賜りますようお

願い申し上げます。続きまして、諸般の報告をさせていただきます。令和元年第１回邑智郡

総合事務組合議会定例会が８月２１日に開催され、平成３０年度の事業報告並びに決算報告

が承認されましたので、その概要についてご報告申し上げます。お手元に決算書をお配りし

ていますのでご覧下さい。まず、一般会計でございますが、２ページをご覧下さい。歳入総

額は１４億９，３７９万７，９５１円でございます。歳入の主なものは、構成３町の負担金

などで、１０億９，５３７万３，０９６円、国庫補助金が、１億４，６３６万９，０００円、

基金繰入金が、１億８９万８，２２３円、前年度繰越金が、４，５６６万１，００２円、な

どでございます。３ページをご覧下さい。歳出総額は、１４億１，９８７万４，５７３円と

なっています。歳出の主なものは、総務管理費が、２億６，７３１万５，８１０円、清掃費

が、１０億９，０７０万８，５７７円、公債費が、５，６７９万８，１５６円などでござい
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ます。４ページをご覧下さい。歳入歳出差引額及び実質収支額は、７，３９２万３，３７８

円でございます。また、清掃費に関します各処理量につきましては、し尿処理量が、１万６

９５キロリットルで前年度に対し、２３キロリットル減少いたしました。ごみ処理量の実績

は、ごみ搬入総量が５，１１０トンで前年度に比べ２０２トンの増加となりました。次に、

介護保険特別会計について申し上げます。平成３０年度は、第７期介護保険事業計画の初年

度にあたります。６ページをご覧下さい。歳入総額は３６億９，８７７万１２９円でござい

ます。７ページをご覧下さい。歳出総額は３６億５，８３０万７４８円となっており、最後

のページですが、歳入歳出差引額及び実質収支額は４，０４６万９，３８１円でございます。

被保険者等の状況は、平成３０年度末で、第１号被保険者は８，２８５人で前年同月末に対

し５３人の減、認定者数は１，７８４人で前年同月末に対し１７人の増、認定率は２１.５％

で、前年同月末に対し０.３％の増となっています。介護保険料の収納状況は、平成３０年

度末の未納額が総額２６１万７，２０４円で未納者は６３人、収納率は９９.５９％でござ

います。未納者に対しては、給付制限などの不利益処分が発生しないよう、事務組合と３町

が連携をとり、早期完全納付に向け納付相談活動を継続してまいります。以上ご報告申し上

げます。 
 
●山中議長（山中康樹）  以上で、町長の行政報告は終了いたしました。 
 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第４ 報告事項 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第４、報告事項。報告第７号専決処分の報告について。報

告第８号邑南町開発公社の経営状況の報告について。報告第９号平成３０年度決算に基づく

健全化判断比率及び資金不足比率の報告について。報告第１０号平成３０年度邑南町教育委

員会の権限に属する事務の点検・評価報告について。報告第１１号例月現金出納検査結果報

告。報告第１２号平成３０年度定期監査報告について。以上、６件の報告がありました。お

手元にその写しを配布しておりますので、ご了承ください。 

 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第５ 議案の上程、説明 

 
●山中議長（山中康樹）  日程第５、議案の上程、説明に入ります。議案第２１号平成３

０年度邑南町一般会計歳入歳出決算の認定について。議案第２２号平成３０年度邑南町国民

健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第２３号平成３０年度邑南町国民

健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第２４号平成３０年度

邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第２５号平成３０年

度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第２６号平成３０年度邑南

町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第２７号平成３０年度邑南町水

道事業会計決算の認定について。議案第２８号邑南町職員の分限に関する手続及び効果に関

する条例の一部改正について。議案第２９号邑南町職員の給与に関する条例の一部改正につ

いて。議案第３０号邑南町表彰条例の一部改正について。議案第３１号邑南町消防団条例の
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一部改正について。議案第３２号邑南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正について。議案第３３号邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について。議案第３４号邑南町特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部改正について。議案第３

５号邑南町印鑑条例の一部改正について。議案第３６号邑南町国民健康保険直営診療所条例

の一部改正について。議案第３７号邑南町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正に

ついて。議案第３８号邑南町水道事業給水条例の一部改正について。議案第３９号邑南町会

計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について。議案第４０号令和元年度

邑南町一般会計補正予算第３号。議案第４１号令和元年度邑南町国民健康保険事業特別会計

補正予算第２号。議案第４２号令和元年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正

予算第２号。議案第４３号令和元年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号。議案第

４４号令和元年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号。議案第４５号令和元年度電気

通信事業特別会計補正予算第１号。以上、議案を一括上程といたします。提出者からの、提

案理由の説明を求めます 

 

○石橋町長（石橋良治）  議案第２１号から議案第２７号までの提案理由をご説明申し上

げます。これらの議案は、平成３０年度の各会計の決算につきまして、議会の議決を求める

ものでございます。一般会計につきましては、歳入決算額１１６億３，８４０万８，０００

円、歳出決算額１１４億２，７８２万５，０００円、歳入歳出差引２億１，５８万３，００

０円となっています。国民健康保険事業特別会計につきましては、歳入決算額１４億３，９

８１万１，０００円、歳出決算額１４億１，５２５万７，０００円、歳入歳出差引２，４５

５万４，０００円となっています。国民健康保険直営診療所事業特別会計につきましては、

歳入決算額２億５，０６７万７，０００円、歳出決算額２億４，９８７万円、歳入歳出差引

８０万７，０００円となっています。後期高齢者医療事業特別会計につきましては、歳入決

算額３億７，２５２万７，０００円、歳出決算額３億７，０３７万５，０００円、歳入歳出

差引２１５万２，０００円となっています。下水道事業特別会計につきましては、歳入決算

額９億１，６１５万８，０００円、歳出決算額９億２４４万６，０００円、歳入歳出差引１，

３７１万２，０００円となっています。電気通信事業特別会計につきましては、歳入決算額

４億７，６３３万９，０００円、歳出決算額４億６，４０３万５，０００円、歳入歳出差引

１，２３０万４，０００円となっています。水道事業会計決算につきましては、収益的収入

及び支出については、収入総額４億４３１万４，０００円、支出総額４億４，９７０万７，

０００円、資本的収入及び支出については、収入総額３億４，４１４万４，０００円、支出

総額４億９，８８７万４，０００円となっています。収入不足額１億５，４７３万円は、当

該年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金及び当該年度

分損益勘定留保資金で補填することとしたところです。水道事業会計を除く一般会計、特別

会計合わせまして、歳入決算額１５０億９，３９２万円、歳出決算額１４８億２，９８０万

８，０００円、歳入歳出差引２億６，４１１万２，０００円となり一般会計は翌年度へ繰越

すべき財源、１，４６７万７，０００円を除いた実質収支は、１億９，５９０万６，０００

円、国民健康保険直営診療所事業特別会計は翌年度へ繰越すべき財源、３４万４，０００円

を除いた実質収支は、４６万３，０００円となっています。以上、詳細につきましては、そ
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れぞれ担当課長から説明させますので、よろしくお願いします。 

 

○白須財務課長（白須寿）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  白須財務課長。 

 
○白須財務課長（白須寿）  議案第２１号平成３０年度邑南町一般会計歳入歳出決算の認

定について、ご説明申しあげます。邑南町歳入歳出決算書をご覧ください。決算書の１ペー

ジから９ページまでが邑南町一般会計歳入歳出決算書ですが、主な項目の説明は後程、事項

別明細書において説明いたしますので、ここでは合計額のみ申しあげます。４ページをお開

きください。歳入合計でございますが、予算現額１２０億６，１５１万２，０００円に対し

まして、調定額は１１８億６，５８２万９，８３７円、収入済額１１６億３，８４０万７，

５０３円、不納欠損額７万６，９２１円、収入未済額は２億２，７３４万５，４１３円でご

ざいます。収入済額は前年度に比べ０．４％の減、額にして４，７６６万７，４３５円の減

額でございます。続きまして、歳出合計でございます。８ページをお開きください。歳出合

計でございますが、予算額は歳入と同額でございます。支出済額は１１４億２，７８２万５，

２２８円、翌年度への繰越額が４億３，６８１万６，０００円、不用額が１億９，６８７万

７７２円でございます。支出済額は前年度に比べ０．０３％の増、額にして３２９万７，４

１０円の増額でございます。歳入歳出差し引き残高は、２億１，０５８万２，２７５円でご

ざいます。主な項目につきまして事項別明細書で御説明いたしますので、事項別明細書の１

０ページをお開きください。主なもののみ説明させていただきます。歳入１款町税でござい

ます。町税全体の額でございますが、調定額１０億６，４９２万７，３７９円に対しまして

収入済額は１０億２，８３１万３，２７８円で、収納率は９６．６％となっており、昨年に

比べ０．２ポイント上がっております。また、不納欠損額は、７万６，９２１円で前年度に

比べ３０万１８０円の減額。収入未済額は、３，６５３万７，１８０円となっており、前年

度に比べ９６万６，１５２円の減額でございます。１２ページをお開きください。２款地方

譲与税でございます。調定額及び収入済額は同額で、１億５，３１１万８，０００円でござ

います。１４ページをお開きください。下から３段目９款地方交付税でございます。収入済

額は５９億７，９３２万２，０００円で前年度と比べ４．１％の減、額にして２億５，８１

４万１，０００円の減額でございます。減額の要因でございますが、普通交付税の合併算定

替の段階的縮減が継続していること、道路橋りょう費において、臨時地方道整備事業債分の

事業費補正の減額などによるものでございます。一番下の段、１１款分担金及び負担金でご

ざいます。調定額１億５，２５３万８，７９４円に対しまして、収入済額は１億４，１９５

万４，３７８円でございます。収入未済額は１，０５８万４，４１６円となっており、前年

度に比べ６６５万９，０９３円減額となっております。１８ページをお開きください。１２

款使用料及び手数料でございます。調定額１億６，６３９万８，８１７円に対しまして、収

入済額は１億６，５７０万６，０７６円。収入未済額は６９万２，７４１円で、前年度に比

べ２万６，０００円の減額でございます。２２ページをお開きください。１３款国庫支出金

でございます。調定額９億３３９万２，２３１円に対しまして、収入済額は８億５，７１６

万２，６５１円で、前年度に比べ７，９０７万１３３円の増額でございます。保育所民営化
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による施設型給付費負担金の増額などが主な要因でございます。２８ページをお開きくださ

い。１４款県支出金でございます。調定額１０億３，４９３万７，０９０円に対しまして、

収入済額は９億１，６４８万７，０９０円で、前年度に比べ２，９３２万９，５３９円の増

額でございます。農林水産施設災害復旧費の増額などが主な要因でございます。３８ページ

をお開きください。１５款財産収入でございます。調定額及び収入済額は同額で、１，７４

７万５，７０９円でございます。前年度に比べ１３３万８，５９３円の増額でございます。

４２ページをお開きください。１６款寄附金でございます。調定額及び収入済額は同額で、

５，２９５万９，７２２円でございます。前年度に比べ３，１６３万３８４円の増額でござ

います。ふるさと寄付金の増額が主な要因でございます。１７款繰入金でございます。調定

額２億７，６２４万９，５４５円に対しまして、収入済額は２億６，９０２万１，５４５円

で、前年度に比べ４８１万７，８５７円の増額でございます。４４ページをお開きください。

１８款繰越金でございますが平成２９年度からの繰越金で前年度繰越金２億６，１５４万７，

１２０円でございます。前年度に比べ７，５９２万６，３１６円の減額でございます。１９

款諸収入でございます。調定額２億８，０１１万１，４３０円に対しまして、収入済額２億

７，２４８万７，９３４円で、前年度に比べ９，１６５万５３８円の減額でございます。減

額の理由は、平成２９年度決算には三江線代替交通確保負担金が含まれていたためでござい

ます。収入未済額は７６２万３，４９６円でございます。５２ページをお開きください。２

０款町債でございますが、調定額、収入済額同額で１２億７，６５５万２，０００円でござ

います。町債は、前年度に比べ２億６４２万１，０００円の増額となっております。増額分

としましては、おおなんネット基幹システム改修事業債３，５９０万円、東光保育園改築事

業債９，１６０万円、ごみ処理施設整備事業債５，１８０万円、学校施設整備事業債９，４

６０万円、災害復旧事業債は４，１９０万円増額の１億７００万円などが主なものでござい

ます。５８ページをお開きください。歳出でございます。ページ数が多いため主な事業のみ

説明させていただきます。また、経常経費が主な支出内容である事業も説明は省略させてい

ただきます。はじめに、１款議会費でございますが、支出済額は９，７３１万７，２００円

でございます。２款総務費でございます。支出済額は１５億９，６４６万５８８円でござい

ます。総務費の主な内容でございますが、次の６０ページをお開きください。右側のページ

の２５節積立金の支出済額が１億６，０９３万１，６７８円でございます。内訳でございま

すが、備考欄００２一般管理費中０３財政調整基金管理費の積立金が１億２，２４９万６，

７８０円、６２ページをお開きください。備考欄でございますが１６減債基金管理費の積立

金が９８３万６，６８８円、１７ふるさと基金管理費の積立金が２，８５５万１，５２１円

でございます。７０ページをお開きください。６目企画費でございます。主な事業としまし

ては、備考欄でございますが、００５地域コミュニティ再生事業４４９万６，０００円７２

ページをお開きください。備考欄でございますが００７邑学館運営費５１５万７，３５７円

００８矢上高校教育振興会補助事業費４８１万３，０００円７４ページをお開きください。

備考欄でございますが０１６まち・ひと・しごと創生総合戦略事業費６，９９７万５，４２

１円７６ページをお開きください。備考欄でございますが０１７協働のまちづくり事業２０

１万８，７２９円０１９羽須美振興推進費９６４万８１８円０２０道の駅瑞穂整備事業１，

２３１万５，０２０円などでございます。７８ページをお開きください。８目地域振興及び

人口定住対策費でございます。主な事業としましては、備考欄でございますが、００２自治
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会活動補助費が２，４１９万９，７６０円、００５自治会館整備事業費が６２０万８，００

０円などでございます。８０ページをお開きください。１１目情報政策費でございます。主

な事業としましては、備考欄でございますが、００２電気通信事業特別会計繰出金１億６，

４１１万３，０００円。８２ページをお開きください。備考欄でございますが００９おおな

んネット基幹システム改修事業費３，７８０万円などでございます。１２目生活交通確保対

策事業費でございます。右側のページ１５節の工事請負費３４４万円は繰越明許分で、宇都

井バス停留所整備工事が執行できなかったので不用額にあがっています。備考欄でございま

すが、００３町営バス邑南川本線運行事業費２，４１９万５，０４７円。８６ページをお開

きください。備考欄でございますが、０２２三江線跡地活用基金管理費４，６８６万１，０

００円は基金積立金でございます。９４ページをお開きください。３款民生費でございます。

支出済額は２５億８，５５０万２，３８９円でございます。１項社会福祉費、１目社会福祉

総務費は、在宅福祉事業費などの経常経費が主なものでございますが、９８ページをお開き

ください。備考欄でございますが、００５国民健康保険事業特別会計繰出金が１億５，６６

３万２，８０２円などでございます。１００ページをお開きください。３目老人福祉費でご

ざいますが、１０２ページをお開き下さい。備考欄でございますが、００３後期高齢者医療

事業特別会計繰出金が２億３，２１７万３，００２円などでございます。１１４ページをお

開きください。２項児童福祉費でございますが、児童手当支給事務や保育所措置費等の経常

経費が主なものでございますが、１１８ページをお開きください。３目児童福祉施設費で、

備考欄でございますが００５東光保育園改築事業費で１億８，７２０万５，０００円などを

臨時的経費として支出しております。３項生活保護費につきましても、主に経常経費でござ

います。１２２ページをお開きください。４款衛生費でございます。支出済額は１３億８９

万５，７９１円でございます。１項保健衛生費、１目保健衛生総務費でございます。備考欄

でございますが、００４上水道事業会計繰出金が２億３，５９２万５，０００円。００５下

水道事業特別会計繰出金（生活排水等）が７，９８０万９，０００円。１２４ページをお開

きください。備考欄でございますが、００６直営診療所事業特別会計繰出金３，３７１万９，

８１１円などを含んでおります。２目母子保健費でございます。００２子ども等医療費の２，

７６７万４，０４７円をはじめ、１２６ページをお開き下さい。００３不妊治療推進事業費

が３１２万１，８２７円００４妊婦・乳幼児健診費７７４万３，６１２円など子育て支援事

業を実施しております。１３２ページをお開きください。８目病院費では、公立邑智病院へ

の繰出金２億７，５３６万９，０００円を支出しております。２項清掃費でございます。１

３４ページをお開きください。１目廃棄物処理費で、備考欄でございますが００２ごみ処理

施設整備事業費で７，７６８万８，０００円などを、負担金、補助金及び交付金の中で支出

しております。５款労働費でございます。支出済額は３４１万１，６４５円でございます。

６款農林水産業費でございます。支出済額は１２億９，５８７万８９１円でございます。主

な事業としましては、１項農業費でございますが、１３８ページをお開きください。３目農

業振興費でございます。主な事業としましては、備考欄でございますが、００１邑南町農林

総合事業費が、１，９４２万９，２１５円００３中山間地域等直接支払事業費が２億３，２

８９万６，０６３円００５多面的機能支払事業費が１億４，１２９万３，５５７円１４０ペ

ージをお開きください。備考欄でございますが、０１０新規就農者支援事業が１，９５９万

９，９３４円１４２ページをお開きください。備考欄でございますが、０１１農業担い手育
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成・確保支援事業費２，２８２万７，２５６円では、就農支援アドバイザーの設置や地域お

こし協力隊制度を活用したおーなんアグサポ隊事業を実施しております。４目畜産業費でご

ざいますが、１４４ページをお開きください。備考欄でございますが、００８畜産クラスタ

ー事業費の２，６１５万円などが主な事業でございます。５目農地費でございます。農道維

持費等経常経費が主なものでございますが、１４６ページをお開きください。備考欄でござ

います。００６下水道事業特別会計繰出金（農業集落排水）は２億９，８７３万４，０００

円１４８ページをお開きください。備考欄でございますが、０１１県営中山間地域総合整備

事業費の１，５００万円０１２農山漁村振興交付金事業費２，２１０万８，２００円などで

ございます。６目農業基盤整備費でございますが、００１農地整備事業費で農道和田線の改

良負担金１，５００万円００２県営農道保全事業費で３，２７８万６，０００円などでござ

います。１５２ページをお開きください。２項林業費２目林業振興費でございます。主な事

業としましては、備考欄でございますが、００１森林研究・整備機構造林受託事業費３，２

９５万２，８６０円００２公社造林受託事業費９８４万４，５１１円、１５４ページをお開

きください。備考欄でございますが、００３町行造林事業費１，１５８万９，５８１円０１

５山村活性化支援交付金事業費９９８万６，７６１円などでございます。１５８ページをお

開きください。７款商工費でございます。支出済額は２億５，２８３万９，３８８円でござ

います。１項商工費２目商工業振興費でございます。主な事業としましては、備考欄でござ

いますが、００１農林商工等連携サポートセンター事業費７，６９２万２，３８９円。１６

０ページをお開きください。備考欄でございますが、００２町商工会運営助成事業８００万

円００５コミュニティビジネス支援事業費７３９万８，０００円などでございます。３目観

光費でございますが、１６６ページをお開きください。備考欄でございます。０８４香木の

森公園香夢里改修事業費１，９４４万４，３２０円などを支出しております。８款土木費で

ございます。支出済額は７億３，０５６万５，２２７円でございます。平成２９年度からの

繰越明許費の執行額は２，９３２万円で、道路橋りょう費の道路維持費が１，２７５万２，

０００円、道路新設改良費が３路線１，６５６万８，０００円でございます。１項土木管理

費でございますが、１７０ページをお開きください。３目下水道費、の備考欄、００１下水

道事業特別会計繰出金（特定環境保全公共下水道）は１億７，１０２万１，０００円でござ

います。２項道路橋りょう費でございますが、１７４ページをお開き下さい。３目道路新設

改良費でございます。支出済額は１億６，１０２万４，０９０円となっております。町道１

０路線の改良工事及び災害防除工事などを行っております。１７８ページをお開きください。

４項住宅費でございますが、１８２ページをお開き下さい。２目住宅建設費でございます。

備考欄でございますが、森実住宅の建設費４，９６８万４，６２１円及び中組団地の建設費

５，１２６万３，５４２円でございます。３目住宅政策費でございます。００１空き家改修

事業費で７８６万２，９３０円１８４ページをお開きください。備考欄でございますが、０

０２集落振興対策助成事業で５３５万５，２００円、００３賃貸住宅建設補助事業で１，０

１４万円などでございます。９款消防費でございます。支出済額は４億３，９９２万１，０

６７円でございます。１項消防費でございますが、１８６ページをお開きください。３目消

防設備費でございます。備考欄でございますが、００５防火水槽設置事業費で１，６２３万

１，３２０円００６消防車整備費で１，２６３万３，２４０円などでございます。１８８ペ

ージをお開きください。１０款教育費でございます。支出済額は１１億５，６６５万１１円
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でございます。１９８ページをお開きください。２項小学校費でございますが、２０４ペー

ジをお開き下さい。２目教育振興費の、備考欄をご覧ください。００３子ども笑顔キラキラ

サポート事業費（小学校）２，５３８万５０９円では、小学校の低学年複式支援、学習及び

生活支援などの事業を実施しております。そのほか、就学奨励費、子ども読書活動推進事業、

ふるさと教育推進事業などでございます。２０６ページをお開きください。３目学校建設費

では、石見東小学校校舎改修事業費の１億４５４万８，３６２円を支出しております。３項

中学校費でございますが、２１０ページをお開きください。２目教育振興費も、就学奨励費

のほか、子ども笑顔キラキラサポート事業、子ども読書活動推進事業、ふるさと教育推進事

業などでございます。２１２ページをお開きください。４項社会教育費の１目社会教育総務

費では、経常的な経費のほか、２１４ページをお開きください。備考欄をご覧ください。結

集！しまねの子育て協働プロジェクト推進事業などを実施しております。２目公民館費でご

ざいますが、２１６ページをお開きください。備考欄をご覧ください。００６公民館改修事

業費６３０万１，１５２円は、中野公民館側溝拡張工事、矢上改善センター空調設備改修事

業、阿須那公民館エアコン改修事業、口羽公民館照明設備改修事業を実施しております。２

１８ページをお開き下さい。４目社会教育施設費の、備考欄でございます。一番下００９元

気館施設維持工事費７９３万８，０００円では、２２０ページをお開きください。備考欄で

ございますが、元気館ユニバーサル化工事や元気館音響設備保全工事を実施しております。

５目文化財保護費では、旧山﨑家住宅改修事業などを実施しております。２２２ページをお

開きください。５項保健体育費１目保健体育総務費の、００４パラリンピック招致活動費は、

１，０９７万１，０７４円でございます。２２４ページをお開きください。２目体育施設費

の、備考欄でございますが、００２公共施設等総合管理事業費２，３３０万１，０００円で

は、布施地区民プール解体事業や田所体育館解体事業を実施しております。１１款災害復旧

費でございます。支出済額は２億９０１万９，４４０円でございます。平成２９年度からの

繰越明許費の執行額は３，６８５万２，０００円で、農地災害復旧事業費、農業用施設災害

復旧事業費、林道災害復旧事業費でございます。１項農林水産施設災害復旧費は、支出済額

が１億６，１８２万３，８２４円でございます。２３０ページをお開きください。２項公共

土木災害復旧費は、支出済額が４，７１９万５，６１６円でございます。１２款公債費でご

ざいます。支出済額は１７億５，９３７万１，５９１円でございます。２３２ページをお開

きください。予備費でございますが、最終予算額５，２５２万５，０００円のうち３，８４

３万１，０００円を、それぞれの費目に充用しております。小学校のブロック塀等緊急安全

対策工事へ１，００４万７，０００円、平成３０年度７月豪雨災害対策に係る道路維持工事

請負費に５７７万円、その他緊急の施設修繕などに充てたものでございます。２３６ページ

をお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が１１６億３，８４０万

８，０００円、歳出総額が１１４億２，７８２万５，０００円、歳入歳出差引額が２億１，

０５８万３，０００円、翌年度へ繰り越すべき財源としまして繰越明許費繰越額が１，４６

７万７，０００円、実質収支額でございますが１億９，５９０万６，０００円でございます。

以上、地方自治法第２３３条第３項の規定により議会の認定に付すものでございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

●山中議長（山中康樹）  議案の説明の途中でございますが、ここで休憩に入らせてい
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ただきます。再開は、午前１１時５分といたします。 
 

―― 午前10時55分 休憩 ―― 

 
―― 午前11時５分 再開 ―― 

 

●山中議長（山中康樹）  再開をいたします。 
 
○種町民課長（種由美）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  種町民課長。 

 

○種町民課長（種由美）  議案第２２号、平成３０年度邑南町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算の認定について、ご説明申し上げます。はじめに、平成３０年度から国保の都

道府県化により、島根県が財政運営の主体となりました。財政のしくみなどの変更に伴い、

国保事業特別会計の歳入歳出科目が大きく変更となっております。主な項目の説明につきま

しては、事項別明細書で説明させていただきますので、最初に、歳入歳出それぞれの合計額

のみ申し上げます。決算書の２３８ページ・２３９ページをお開きください。はじめに、歳

入合計でございますが、予算現額１４億３，４０６万８，０００円に対しまして、調定額は

１４億６，３８５万８，２８３円、収入済額は１４億３，９８１万９０３円、不納欠損額は

７１万１，８００円、収入未済額は２，３３３万５，５８０円でございます。収入済額は、

前年度に比べ１０％の減、額にして１億５，９８８万８，６６０円の減額でございます。続

きまして、２４０ページ・２４１ページをお開きください。歳出合計でございますが、予算

現額は歳入と同額でございます。支出済額は、１４億１，５２５万７，０７６円で、翌年度

繰越額は無く、不用額が１，８８１万９２４円でございます。なお、支出済額は、前年度に

比べ９．３％の減、額にして１億４，５２０万７４円の減額でございます。歳入歳出差引残

額は、２，４５５万３，８２７円でございます。次に、主な項目につきまして事項別明細書

でご説明いたします。２４２ページ・２４３ページをお開きください。はじめに、歳入でご

ざいます。１款、１項の国民健康保険税でございますが、調定額２億６，８７１万６，３１

４円に対しまして、収入済額は、２億４，４６６万８，９３４円、不納欠損額は、７１万１，

８００円、収入未済額は９７人分で２，３３３万５，５８０円でございます。国民健康保険

税全体で、収納率は９１．０５％、前年度に比べ０．３２ポイント上がり、収入未済額は前

年度に比べ、４．８７％の減、額にして１１９万４，６３４円の減額でございます。次に、

２４４ページ・２４５ページをお開きください。５款、県支出金の２項県補助金でございま

すが、収入済額、９億８，８２５万９，０５３円ございます。２目の保険給付費等交付金は、

平成３０年度に新設となった科目でございます。内訳といたしまして、１節普通交付金が９

億３，５３０万３，０５３円。これは、町が保険者として支払う７割相当部分の療養給付な

どの補てん分でございます。２節特別交付金が５，２９５万６，０００円。これは、保険者

努力支援分などで、町の状況に応じて交付されたものでございます。次に、９款の繰入金で

ございますが、１項の基金繰入金につきましては、７８６万３，０００円、取り崩しており

ます。２項の他会計繰入金でございますが、１節保険基盤安定繰入金及び２節の一般会計繰
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入金、合わせまして１億５，６６３万２，８０２円でございます。次に、２４６ページ・２

４７ページをお開きください。１１款の諸収入でございますが、３０３万１，２４４円収入

済みでございます。内訳は、延滞金、資格喪失後の受診に係る保険給付返還金、過年度分療

養給付費等交付金でございます。続きまして、歳出でございます。２４８ページ・２４９ペ

ージをお開きください。はじめに、１款の総務費の１項総務管理費でございますが、人件費、

事務費のほか、国保連合会負担金、情報システム課負担金などで、６，２２０万８，８１６

円でございます。次に、２款保険給付費の１項の療養諸費でございます。８億１，８１８万

８，５１８円支出済でございます。続きまして、２５０ページ・２５１ページをお開きくだ

さい。２項高額療養費でございますが、１億１，７６４万９３４円でございます。続きまし

て、２５２ページ・２５３ページをお開きください。３項の助産諸費の１目出産育児一時金

につきましては、４件で１６８万円、４項の葬祭諸費につきましては、１４件で４２万円で

ございます。次に、５款の保健事業費でございますが、支出済額１，４５１万９，８３４円

でございます。主なものとしましては、次のページ、２５４ページ・２５５ページになりま

すが、２項の特定健康診査等事業費でございます。これは、４０歳から７４歳までの国保加

入者を対象に実施いたしました。次に、７款、１項の基金積立金でございますが、３，７７

２万３，１５７円積み立てしております。次に、９款の諸支出金でございますが、３，００

０万６，５４９円でございます。続きまして、２５６ページ・２５７ページをお開きくださ

い。１２款の国民健康保険事業費納付金でございます。これは、平成３０年度に新設となっ

たものでございます。支出済額、３億３，１６３万４，６４９円、島根県に納めております。

続きまして、２５８ページ・２５９ページをお開きください。９８款、予備費でございます

が、予算額６８９万６，０００円のうち、１３４万９，０００円、諸支出金の一般被保険者

保険税還付金等に充用したものでございます。続きまして、２６０ページをお開きください。

実質収支に関する調書でございますが、歳入総額が１４億３，９８１万１，０００円、歳出

総額が１４億１，５２５万７，０００円、歳入歳出差引額が２，４５５万４，０００円、翌

年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は同額の２，４５５万４，０００

円でございます。以上でございます。続きまして、議案第２３号、平成３０年度邑南町国民

健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、ご説明申し上げます。決算

書の２６２ページ・２６３ページをお開きください。はじめに、歳入合計でございますが、

予算現額２億７，３３４万４，０００円に対しまして、調定額が２億５，６７万７，３３１

円、収入済額は調定額と同額で、収入未済額はございません。収入済額は、前年度に比べ１

億９，４７４万７，３４２円の増額でございます。２６４ページ・２６５ページをお開きく

ださい。歳出合計でございますが、予算現額は歳入と同額でございます。支出済額は２億４，

９８６万９，９９９円、翌年度繰越額が１，７０４万４，０００円、不用額が６４３万１円

でございます。支出済額は、前年度に比べ１億９，４７５万９，７５５円の増額でございま

す。歳入歳出差引残額は、８０万７，３３２円でございます。主な項目につきましては、事

項別明細書でご説明いたします。２６６ページ・２６７ページをお開きください。はじめに、

歳入でございます。１款の診療収入、１項の外来収入でございますが、阿須那診療所、井原

診療所、日貫診療所の３箇所に加え、平成３０年９月から矢上診療所を開設いたしましたの

で、４箇所の診療所を合わせまして収入済額は、２，２９６万４，７９８円でございます。

これは、前年度に比べ８７２万４，７６４円の増額でございます。次に、３款県支出金、２
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項の県補助金でございます。２６８ページ・２６９ページをお開きください。２節へき地保

健医療対策等補助金は、阿須那診療所の医療用機器の更新を行いましたので、事業対象額の

２分の１補助分として７３万３，０００円、３節電子カルテシステム導入支援事業は、矢上

診療所に電子カルテを導入いたしましたので、事業対象額の３分の２補助分として３７２万

８，０００円、４節島根県医療介護総合確保促進基金事業費補助金は、矢上診療所の代診医

の交通費補助として事業対象額の２分の１補助分として９４万４，０００円でございます。

次に、４款繰入金、２項の他会計繰入金でございますが、１目一般会計繰入金につきまして

は、４箇所の診療所の運営費補てん分として３，３７１万９，８１１円でございます。２目、

事業会計繰入金につきましては、国民健康保険事業特別会計の特別調整交付金にへき地直営

診療所分が算入されていますので、その算入分の額、９０５万５，０００円でございます。

次に、６款諸収入、１項雑入でございますが、受託業務のインフルエンザ予防接種代などの

収入で２６４万４，７０４円でございます。２７０ページ・２７１ページをお開きください。

７款の町債でございますが、収入済額１億７，５９０万円でございます。これは、矢上診療

所建設に伴う石見地域診療所整備事業債などでございます。続きまして、２７２ページ・２

７３ページをお開きください。歳出でございます。はじめに、１款総務費、１項の施設管理

費でございますが、阿須那診療所、井原診療所、日貫診療所、そして、矢上診療所の管理費

として、支出済額は、５，９４７万７，２９２円でございます。続いて、２７４ページ・２

７５ページをお開きください。下の段、２款、医業費でございます。２７６ページ・２７７

ページをお開きいただき、１項の医業費は１款の総務費と同じく４箇所の診療所につきまし

て、診療材料費、薬剤費、検査委託費分合わせて支出済額は、８５１万８４７円でございま

す。次に、３款、１項の施設整備費でございます。支出済額は１億８，１８８万９３９円で

ございます。これは、矢上診療所の整備事業費で、主なものは、２７８ページ・２７９ペー

ジをお開きいただき、備考欄をご覧ください。建設工事や、医療用機器等の購入及び電子カ

ルテの導入でございます。次に、９８款予備費でございます。最終予算額３６万９，０００

円のうち、１８万４，０００円を阿須那診療所管理費の代診医負担金等に充用したものでご

ざいます。最後のページ、２８０ページをお開きください。実質収支に関する調書でござい

ますが、歳入総額が２億５，０６７万７，０００円、歳出総額が２億４，９８７万円、歳入

歳出差引額が８０万７，０００円、翌年度へ繰り越すべき財源としまして繰越明許費繰越額

が３４万４，０００円。実質収支額でございますが、４６万３，０００円でございます。以

上でございます。続きまして、議案第２４号平成３０年度邑南町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、ご説明申し上げます。決算書の２８２ページ・２８３ペー

ジをお開きください。はじめに、歳入合計でございますが、予算現額３億７，０６９万７，

０００円に対しまして、調定額は３億７，３２５万３，７１３円、収入済額は３億７，２５

２万７，３５０円で、不納欠損額は１万２２０円、収入未済額は７１万６，１４３円でござ

います。収入済額は、前年度に比べ３．１％の減、額にして１，１８１万６，１７８円の減

額でございます。続きまして、２８４ページ・２８５ページをお開きください。歳出合計で

ございます。予算現額は歳入と同額でございます。支出済額は３億７，０３７万４，５２０

円、翌年度繰越額はなく、不用額が３２万２，４８０円でございます。なお、支出済額は、

前年度に比べ２．０％の減、額にして７４８万９，８３０円の減額でございます。また、歳

入歳出差引残額は、２１５万２，８３０円でございます。主な項目につきましては、事項別



17 
 

明細書でご説明いたします。２８６ページ・２８７ページをお開きください。はじめに、歳

入でございます。１款の後期高齢者医療保険料でございますが、１目特別徴収保険料は、年

金から天引きされるもので、２目普通徴収保険料は、納付書や口座振替により直接納付され

るものでございます。保険料全体の収入済額は１億４７８万７，７３７円で、収納率は、９

９．３％でございます。前年度に比べ０．２ポイント上がっております。不納欠損額は、１

万２２０円でございます。収入未済額は、２目普通徴収保険料の２節、滞納繰越分の備考欄

をご覧いただきまして、７２万４３円でございます。次に、３款、国庫支出金の２項国庫補

助金でございます。平成３０年度は法改正に伴い、機器のシステム改修を行いましたので、

その事業費が全額補助金として交付されました。７９万９，０００円でございます。次に、

４款、１項の保健事業委託金でございます。後期高齢者の健康診査を後期高齢者医療広域連

合から委託されており、２１７万９６５円でございます。次に、５款繰入金、１項一般会計

繰入金でございますが、２億３，２１７万３，００２円でございます。続きまして、２８８

ページ・２８９ページをお開きください。７款諸収入、２項の広域連合納付金でございます

が、収入済額は２，６１１万６，７６８円でございます。２９０ページ・２９１ページをお

開きください。歳出でございます。はじめに、１款の総務費、１項の総務管理費でございま

すが、情報システム課負担金ほか事務費が、１，２７０万６，６９６円でございます。次に、

２款の後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、３億５，４８５万１，２９３円でご

ざいます。次に、３款、１項保健事業費でございます。支出済額は２１７万９６５円でござ

います。歳入でご説明いたしましたが、この健診事業費全額、広域連合から事業委託金とし

て収入しております。２９２ページ・２９３ページをお開きください。４款、諸支出金、１

項の償還金及び還付加算金でございますが、支出済額１８万５，９５０円でございます。次

に、９８款予備費でございます。最終予算額２２万３，０００円のうち、１５万６，０００

円、諸支出金の保険料還付金に充用したものでございます。２９４ページをお開きください。

実質収支に関する調書でございます。歳入総額が３億７，２５２万７，０００円、歳出総額

が３億７，０３７万５，０００円、歳入歳出差引額が２１５万２，０００円、翌年度へ繰り

越すべき財源はございませんので、実質収支額は同額の２１５万２，０００円でございます。

以上、３会計につきまして、それぞれ地方自治法第２３３条第３項の規定により、議会の認

定に付すものでございます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

○三上水道課長（三上和彦）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  三上水道課長。 

 

○三上水道課長（三上和彦）  議案第２５号、平成３０年度邑南町下水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定につきまして、ご説明申し上げます。平成３０年度邑南町歳入歳出決算書

の２９６ページをお開きください。２９６ページから２９９ページまでは歳入歳出の決算書

でございます。詳細は事項別明細書で説明させていただきますので、ここでは合計額のみ申

し上げます。歳入の予算現額は９億１，５２８万５，０００円、調定額は９億１，９４４万

９，８４５円、収入済額は９億１，６１５万７，８６１円、不納欠損額が１５万１，２００

円、収入未済額は３１４万７８４円でございます。２９８ページをお開きください。歳出で
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ございますが、予算現額は歳入と同額の９億１，５２８万５，０００円でございます。支出

済額は９億２４４万６，０８１円、不用額は１，２８３万８，９１９円でございます。歳入

歳出差引残額は１，３７１万１，７８０円でございます。次に決算書の内容につきまして、

事項別明細書でご説明申し上げます。300ページをお開きください。歳入でございます。１

款、分担金及び負担金の収入済額は９１０万円で、内訳は衛生費分担金が３４０万円、農林

水産業費分担金が３２０万円、土木費分担金が２５０万円でございます。収入未済額は５９

万円でございます。２款、使用料及び手数料でございます。調定額１億７，１７６万８，４

４１円に対し、収入済額は１億６，９０６万６，４５７円、不納欠損額が１５万１，２００

円、収入未済額は２５５万７８４円でございます。これは、生活排水処理、農業集落排水、

下水道の使用料等でございます。収納率は９８．４％となっております。３０２ページをお

開きください。３款、国庫支出金でございます。収入済額は３，６０１万円、これは合併処

理浄化槽整備事業に７０１万円、下水道整備事業に２，９００万円の国庫補助金でございま

す。６款、繰入金でございます。収入済額は５億４，９５６万４，０００円で、備考欄の内

訳は、一般会計繰入金、下水道事業、１億７，１０２万１，０００円、農業集落排水事業、

２億９，８７３万４，０００円生活排水処理事業、７，９８０万９，０００円でございます。

７款、繰越金は収入済額１，２３８万２，７０５円でございます。３０４ページをお開きく

ださい。９款、町債でございます。収入済額は１億４，０００万円で、これは合併処理浄化

槽整備にかかる生活排水処理事業債、下水道の拡張、長寿命化事業にかかる下水道事業債と

生活排水処理事業、農業集落排水事業、下水道事業にかかる資本費平準化債でございます。

続きまして３０６ページをお開きください。歳出でございます。１款、衛生費の支出済額は

９，７４８万２，７０８円で、１目、生活排水処理事業一般管理費の支出済額は６，８４８

万２，１３３円でございます。主なものとしまして、１１節、需用費が９３６万４，３７７

円で、浄化槽の電気代と修繕料などでございます。１２節、役務費は２，９５６万４，００

０円でございます。これは汚泥引き抜き手数料が主なものでございます。１３節、委託料は

２，０７１万２，２４０円で、浄化槽の管理委託料でございます。次に、２目、生活排水処

理事業費の支出済額は２，９００万５７５円でございます。主なものは、１５節、工事請負

費が２，８３３万９，３０８円で、これは合併処理浄化槽１７基にかかる設置工事費でござ

います。２款、農林水産業費でございますが、１目、農業集落排水事業一般管理費の支出済

額は８，４６７万１，７４１円でございます。主なものは１１節、需用費が３，４４２万３，

４６０円で、これは処理施設の電気代と修繕料が主なものでございます。１２節、役務費は

１，３５５万７，０６４円で、汚泥引き抜き手数料が主なものでございます。１３節、委託

料は１，８９７万３，０６０円で、処理場の管理委託料でございます。３０８ページをお開

きください。３款、土木費の支出済額は１億５，０７９万５，９３４円で、１目、下水道事

業一般管理費の支出済額は９，０３８万２，４３５円でございます。主なものといたしまし

て、１１節、需用費が９２８万２，２５７円で、これは処理施設の電気代と修繕料が主なも

のでございます。１３節、委託料が３，５２２万４，４４０円で、処理施設等の管理委託料

が主なものでございます。２７節、公課費は６４５万１，１００円で消費税でございます。

２目、下水道整備費の支出済額は６，０４１万３，４９９円で、１３節、委託料は、１，８

００万９，０００円で、矢上地区下水道事業の測量設計及び実施設計業務委託費でございま

す。１５節、工事請負費は、４，０００万９，６８０円で、自動通報装置の改修及びマンホ
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ールポンプの改修工事費でございます。３１０ページをお開きください。４款、基金積立金

は２万４，９３４円でございます。５款、公債費は５億６，９４７万７６４円でございます。

１目、元金は、４億７，２６４万９，９３３円、２目、利子は、９，６８２万８３１円でご

ざいます。９８款、予備費の充用はございません。３１２のページをお開きください。実質

収支に関する調書でございます。歳入総額が９億１，６１５万８，０００円、歳出総額は９

億２４４万６，０００円で、歳入歳出差引額また実質収支額とも、１，３７１万２，０００

円でございます。以上、地方自治法第２３３条第３項の規定により、議会の認定に付するも

のでございます。よろしくお願いいたします。 

 

○植田総務課長（植田弘和）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  植田総務課長。 

 
○植田総務課長（植田弘和）  議案第２６号、平成３０年度邑南町電気通信事業特別会計

歳入歳出決算の認定について、ご説明いたします。決算書の３１３ページをお開きください。

３１３ページから３１７ページまでが歳入歳出の決算書でございます。主な事業の項目につ

きましては、事項別明細書でご説明いたしますので、ここでは総額のみを申し上げます。歳

入でございます。３１４ページ、３１５ページをご覧ください。予算現額４億７，６２１万

８，０００円、調定額４億７，７５８万３，７６４円、収入済額４億７，６３３万９，２８

９円、不納欠損額はなく、収入未済額が１２４万４，４７５円でございます。３１６ページ

３１７ページをお開きください。歳出でございます。予算現額は歳入と同額でございます。

支出済額４億６，４０３万５，４６２円、不用額１，２１８万２，５３８円、歳入歳出差引

残額は１，２３０万３，８２７円でございます。続きまして、事項別明細書で主なものをご

説明いたします。３１８ページ、３１９ページをお開きください。歳入でございます。１款

の分担金及び負担金の情報通信施設負担金が３１７万６，０００円でございます。これは新

規の施設加入負担金と引き込み工事負担金でございます。次に、２款の使用料及び手数料で

ございますが、使用料の情報通信施設使用料は基本チャンネルの利用料やインターネットの

利用料などで、手数料と合わせ合計で２億４，６６８万９，６７５円でございます。次に３

２０ページ、３２１ページをお開きください。中ほど６款の繰入金でございます。基金繰入

金が３，８７７万８，０００円、一般会計繰入金が１億６，４１１万３，０００円、合計で

２億２８９万１，０００円となっております。次に、８款、諸収入の雑入でございますが、

９９３万２，９０４円となっております。この主なものですが、３２２ページ、３２３ペー

ジをご覧ください。消費税還付金、ＮＨＫの団体一括手数料、工事などの支障移転に係る保

障費などでございます。次に、９款、町債でございます。光アクセス管理サーバー改修事業

債として４３０万円起債しております。次に３２４ページ、３２５ページをお開きください。

歳出でございます。１款、総務費の電気通信事業一般管理費でございますが、２億４，８９

５万１，７９７円となっております。この主なものは、まず、１３節の委託料がインターネ

ットとＩＰ電話に係るサービス業務委託、各種機器等の保守料と、おおなんケーブルテレビ

への業務委託なので、総額１億１，４３５万７，３４３円、１４節の使用料及び賃貸料がサ

ーバー等機器のリース料、ＩＰ電話回線の使用料、ＮＨＫの受信料などで総額９，５７９万
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６，２７６円、１５節の工事請負費が支障移転工事などで総額１，１２１万２，２５７円、

２７節の公課費が消費税などで、４９２万２，７００円でございます。なお、予備費の充用

を４５万３，０００円させていただいております。次に、３２６ページ、３２７ページをご

覧ください。２款の電気通信事業費でございます。５４３万９，７４４円の番組制作用機器

や光アクセス管理サーバーといった備品を購入しております。３款の基金積立金でございま

すが、２，３８３万６０９円を電気通信事業基金に積み立てております。４款の公債費でご

ざいますが、１億８，５８１万３，３１２円を借入金の元利償還金として支出いたしました。

３３０ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が４億７，６

３３万９，０００円、歳出総額が４億６，４０３万５，０００円、歳入歳出差引額が１，２

３０万４，０００円でございまして、実質収支額が同額の１，２３０万４，０００円となっ

ております。以上、平成３０年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定につきま

して、地方自治法第２３３条第３項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 

○三上水道課長（三上和彦）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  三上水道課長。 

 

○三上水道課長（三上和彦）  議案第２７号、平成３０年度邑南町水道事業会計決算の認

定についてご説明申し上げます。１ページをお開きください。収益的収入及び支出について

でございます。なお、金額は、消費税込の表示となっております。収入につきましては、決

算額４億４３１万３，９８８円でございます。主なものといたしましては、営業収益が、水

道料金で、営業外収益は、他会計補助金、長期前受金戻入でございます。次に支出でござい

ますが、決算額４億４，９７０万６，９５３円でございます。主なものといたしましては、

営業費用が原水及び浄水費、配水及び給水費、総係費、減価償却費、資産減耗費で、営業外

費用は企業債の利息と消費税でございます。２ページをお開きください。次に資本的収入及

び支出ついて、でございます。収入につきましては、企業債、国庫補助金、他会計補助金で

決算額３億４，４１４万４，０００円でございます。支出につきましは決算額が、４億９，

８８７万３，６４９円で、主なものといたしましては、瑞穂東簡易水道基幹改良事業、口羽

簡易水道増補改良事業の建設改良費と企業債の償還金でございます。なお、収支で不足する

額、１億５，４７２万９，６４９円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、

７５５万７，３９３円、過年度分損益勘定留保資金、３，１４４万３，４７３円、当年度分

損益勘定留保資金、１億１，５７２万８，７８３円で補填しております。３ページをご覧く

ださい。損益計算書でございます。１ページ及び２ページの決算報告書以外はすべて消費税

抜きでお示ししております。１の営業収益は２億４７０万７，０１３円で、２の営業費用が

３億８，１２２万５，５７５円となり、営業損失は１億７，６５１万８，５６２円でござい

ます。次に３の営業外収益は１億８，３２１万８，８４４円で、４の営業外費用が５，９６

５万６４０円となり、営業外利益１億２，３５６万８，２０４円でございます。営業損失額

１億７,６５１万８，５６２円に営業外利益１億２，３５６万８，２０４円を合算すると、

５，２９５万３５８円の経常損失でございます。当年度純損失は、５，２９５万３５８円で、

前年度繰越利益剰余金は、マイナス６９５１万５，２３２円であり、これを合算すると当年
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度未処理欠損金は１億２，２４６万５，５９０円となります。当年度損失が出た主な要因と

しましては、営業費用の内、減価償却費の占める割合が、非常に高いことにあります。この

構造は、前年度も同様であり、今後もしばらくの間、継続することを想定しています。続き

まして、４ページに剰余金計算書、５ページに剰余金処分計算書を載せておりますが、今回

剰余金の処分は行わず、全額、翌事業年度に繰り越すこととしております。６ページをお開

きください。貸借対照表でございます。まず、資産の部でございますが、１の固定資産合計

は、５９億３，６０９万６，５８５円となります。２の流動資産合計は１億４，１８２万２，

１３２円となり、資産の部資産合計で６０億７，７９１万８，７１７円となります。７ペー

ジをご覧ください。続きまして、負債の部でございますが、３の固定負債合計が２８億９，

０８３万４，２２６円、４の流動負債合計が３億５，５９４万１，６１６円、５の繰延収益

は、固定資産の取得に係る補助金等を長期前受金として整理しており、繰延収益合計が１３

億５，０９７万７，８６６円となり、負債の部負債合計は４５億９，７７５万３，７０８円

でございます。続きまして、資本の部でございます。６の資本金合計が、１６億１９６万８，

４７５円で、７の剰余金合計はマイナス１億２，１８０万３，４６６円となります。よって、

資本合計では１４億８，０１６万５，００９円となり、負債資本合計で６０億７，７９１万

８，７１７円となっております。９ページ以降は決算付属書類を添付しておりますので、ご

参照いただきたいと存じます。以上、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、議会の

認定に付するものでございます。よろしくお願いいたします。 

 
～～～○～～～ 

（決算審査の報告） 

 

●山中議長（山中康樹）  続きまして、監査委員から、平成３０年度邑南町各会計歳入歳

出決算審査意見書が提出されております。審査結果について、監査委員からの報告を求めま

す。 

 

○森脇代表監査委員（森脇義博）  議長、番外。 

 

●山中議長（山中康樹）  番外、森脇監査委員。 

 

○森脇代表監査委員（森脇義博）  お手元の決算審査書をご覧くださいませ。まずはじめ

に、水道事業決算を除きます邑南町各会計の決算審査報告を行います。これは去る７月２２

日に町長から審査に付されたものです。意見書に従いまして、主なところを説明させていた

だきます。１ページをお開きください。審査の対象は、平成３０年度の一般会計と五つの特

別会計、それに附属書類でございます。審査の期間は、７月２５日から８月１６日までの実

質１６日間行いました。審査の方法は、審査に付された決算報告書に基づき計数を確認する

とともに、その会計処理が適正確実に行われたかどうかを検証するため、会計帳票及び関係

証書類との照合等審査を実施いたしました。審査の結果でございますが、いずれも決算計数

に相違なく、適正に執行されたものと認めました。詳細は以下のとおりでございます。２ペ

ージでございます。決算の概況ですが、平成３０年度は予算編成のテーマに「目指せ！ひと
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づくり・しごとづくり・安心づくりＡ級のまちを！」をかかげ、町民の生活により結びつい

た事業が展開されました。決算収支の状況でございます。全会計の予算と決算をそのまま集

計した金額です。決算額の前年度との比較で、歳入総額において０．２％、歳出総額で０．

６％のいずれも増加となっております。３ページでございます。ここからは普通会計として

まとめていますが、そのうち一般会計と電気通信事業特別会計のそれぞれの状況です。一般

会計の歳入は、対前年度０．４％減の１１６億３，８４０万８，０００円、歳出はほぼ同額

の１１４億２，７８２万５，０００円です。また、電気通信事業特別会計の決算状況は下の

表のとおりであります。一般会計からの繰り入れが、ほぼ前年並みの１億６，４００万円余

あっております。４ページをお開きください。電気通信事業特別会計の関係で、加入者につ

いてインターネットは増加、テレビとＩＰ電話は減少の傾向が続いています。平成３０年度、

インターネットにおいてより利用者のニーズに合ったサービスに変更されたところです。ま

た、設備は１０年が経過しており、計画的な機器の更新が望まれるところです。５ページを

お開きください。普通会計としての総額です。一般会計と電気通信事業特会の繰り出し繰り

入れ等のダブり部分を控除した決算状況です。決算状況の全体像は上の表のとおりで、実質

収支は黒字となっていますが、前年度からの繰越金が多かったため単年度収支は赤字となっ

ています。下の財政指標等の状況でございます。それぞれの団体の一般財源の標準規模を表

す標準財政規模が前年度より減少しています。この減少はここ数年続いていますが、主な要

因は平成２７年度から始まった普通交付税の算定替えによるものであります。経常収支比率

は、普通地方交付税の減少が大きいため経常経費が節減されているものの２．２ポイント悪

化しています。普通交付税の影響が大きい本町では、毎年の変動が気になるところでござい

ます。積立金現在高は、減債基金が取り崩しにより減少した事が大きく、５，６２２万１，

０００円減少しています。また、地方債残高は起債発行額を制限していることで、確実に減

少しており、良い方向だと思っております。６ページ歳入の状況で、自主依存財源別の状況

です。歳入総額は、昨年度比０．５％、額で５，５３３万６，０００円減少しています。審

査意見としまして、自主財源が２割強というなかで、自主財源が対前年度比減少、依存財源

は増加という好ましい状況ではありませんので引き続き、きめ細かな財政運営が望まれると

思います。７ページ歳出の状況で、性質別経費の状況でございます。歳出総額は前年度０．

１％、額で７４５万３，０００円の減少でございます。特徴としまして、冬期の除雪費が減

ったことで維持補修費が減少、積立金が繰越金が少なかったことで減債基金への積立金が減

ったことで減少となっています。増加は豪雨災害による災害復旧費が大きなものとなってい

ます。また、保育所措置費を今までの物件費から扶助費に分析替えしたということで増減率

が変わっております。８ページは、歳出の目的別でございます。特に大きな事はございませ

ん。９ページ、普通会計の収支から見た積立金と地方債の推移ですが、これは財政運営のう

えで変動要素のある費目、積立金、基金繰入金、公債費、地方債、これを除いたもので、そ

の実質収支に前年度からの繰越金を合計してみた額と積立金の積み立て、取り崩しが起債の

償還、借り入れがどのくらい可能であったかと、こうした関連を今まで３年間の推移を見た

ものでございます。１０ページをご覧ください。財産の管理状況です。まず平成３０年度中

に取得、減少した主な財産の土地建物は下記のとおりとなっております。また、地上権のほ

か下記のものについては大きな変動はなく、証券などは適切に管理されていました。また、

１１ページ最後の地区別戦略資金の貸し付けが初めて５００万円あったところです。債権の
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中でまとめた表は１２ページでございます。１３ページは現地踏査の状況です。令和元年８

月１日に２事業２か所それと１施設の運営状況を現地踏査いたしました。何れの事業もそれ

ぞれの目的に応じて適切に執行されていました。１４ページは普通会計全体を通じての審査

意見です。財政運営についてでございます。平成２７年度から始まった普通地方交付税の合

併算定替えの漸減が４年目となり、減額により標準財政規模が縮減となりました。また、経

常収支比率は、一般財源収入の主となる普通交付税の減少が大きく、経常一般財源支出を節

減したが２．２ポイント悪化しました。また、財政調整基金、減債基金の現在高は減少しま

した。ただ、地方債現在高は確実に減少しておりますが、財政の硬直化が進まないよう注意

して欲しいと思います。未収金は今年度減少しました。今後もきめ細かな対応を望むところ

です。財務事務について。予算の流用、予備費の充当ともやむを得ない事情があったもので

規程の範囲で適正に扱われていました。不用額については、普通会計で２億９０５万３，０

００円となっていますが、とくに事業の執行を怠ったものはございませんでした。財産管理

については、引き続き邑南町公共施設等総合管理計画に基づき進めていって欲しいと思いま

す。１５ページ事業の執行について。繰越明許費が増加しましたが、豪雨災害復旧費等特殊

性がありやむを得ないと思います。人事管理では、業務の内容が複雑化していることや、緊

急性のある業務が増えているのが現状です。弾力的な人員配置、職員のスキルアップに努め

てもらいたいと思います。関連しまして、ちょっと紹介したいと思いますが、この春、松江

市在住の人から電話がありまして、役場の職員さんが大変親切だったということがありまし

た。口羽の花桃の里に行きたいが、どういった所でいつ頃どこからいったら良いか役場に電

話をしたら、担当者であったのか、たまたま事情をよくわかった人であったのかよくわかり

ませんが、電話で親切に対応してもらって、後日パンフレットや道順まで書いて自宅まで送

ってもらったと。特に感心したのは、この職員は新採間もない若い職員のように思えたと。

今どき、行政の若い人でこんなに親切な職員のおられる町はすばらしいということでした。

私自身もちょっと誇りに思いまして紹介しました。引き続き、職員研修等にも力を入れてい

っていただきたいというふうに思います。つぎ、危機管理について。近年の異常気象などに

より、急に大きな災害が想定されます。避難所の備蓄等しっかり備えが必要だと思います。

１６ページをお開きください。ここからは公営事業会計の審査でございます。まず、国民健

康保険事業特別会計です。決算の概要はこの表のとおりで、歳入歳出差引額は、２，４５５

万４，０００円の黒字となっていますが、前年度の繰越金が多かったためで、単年度収支は

赤字となっています。平成３０年度から国保の都道府県化により、県が保険者に加わりまし

た。これからの保険料の動き、事務の効率性、こういったところを注視したいと思います。

審査意見としまして、医療費の抑制です。郡内他の２町に比べて一人あたりの医療費が少な

いが、高齢化もあり総額は多額に上ります。日頃からの健診による病気予防が大切なことは

当然です。保健事業について被保険者の特性に応じたきめ細かな事業を引き続き展開してい

って欲しいと思います。１７ページの国民健康保険直営診療所事業特別会計、これは以下の

とおりでございます。矢上診療所の開設、また新築もあり決算規模が大きくなっております。

身近な医療は多少金がかかるかもしれませんが、守っていって欲しいと思います。１８ペー

ジ、後期高齢者医療事業特別会計は以下のとおりでございます。１９ページ、下水道事業特

別会計は以下のとおり単年度収支も黒字となっています。下水道の普及率が、全国的に高い

水準となっていることは評価します。公共下水道の接続地域の拡大も着手されていますので。
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今後維持管理費も高額になります。管理の方法も検証しながら推進されたいと思います。次

に、２０ページからは健全化法に基づきます審査意見でございます。健全化の判断比率は、

以下の表の①から④の四つに比率でございます。過去からの状況も表のとおりです。個別の

意見を申し上げます。①の実質赤字比率、②の連結実質赤字比率につきましては、ともに実

質収支の赤字はありませんので、該当する数値はありません。③の実質公債費比率でござい

ますが、若干悪化しております。これは計画外の発行である豪雨災害にかかる災害復旧事業

債の元利償還金が本格化していることと、平成２７年度から始まっている市町村合併におけ

る交付額の特例措置の減額が分母を押し下げることとなったためです。この先、大型事業の

償還等が開始を控えております。今後の財政運営に気をつけていただきたいと思います。２

１ページ、④の将来負担比率は平成３０年度１０８．５％で、平成２９年度算定分と比較し

て０．５ポイント改善しています。これは、分子における地方債現在高などが減少したこと

であります。早期健全化基準の３５０．０％は下回っていますが、全国市町村平均の３３．

７％と比較した場合には高い数値となっています。是正改善を要する事項ですが、実質公債

費比率は増加し、将来負担比率は改善しています。いずれも分子対分母の比率で、分子を構

成する大きな要素は、実質公債費比率は地方債の元利償還金、将来負担比率は地方債現在高

であり、その増減は長期にわたっての財政運営の結果であります。今後、災害復旧事業やご

み処理施設整備事業負担金等の大型事業に係る起債償還の開始及び償還の本格化を控えて

おり、将来世代への負担を軽減させるためにも適切な起債発行に努められたい。また、分母

となる標準財政規模は、人口減少等により、来年度以降も更に小さくなっていく見込みであ

ります。適切な財政計画の立案及びその計画に沿った財政運営が必要と考えます。２２ペー

ジの平成３０年度下水道事業特別会計経営健全化審査意見書及び２３ページの平成３０年

度水道事業会計経営健全化審査意見書については、いずれも資金不足はございませんので該

当する数字はございません。２４ページは、地方自治法第２４１条第５項に基づく基金運用

状況審査意見書でございます。審査の対象は、七つの定額運用基金です。審査の内容及び意

見は以下のとおりでございますが、特にせっかくある基金で利用者のないものは制度の周知

や必要性の検討が必要では無いかと思います。最後に２６ページ、決算審査のまとめでござ

います。平成３０年度においては、活力ある町づくりのためにさまざまな事業が実施されま

した。地区別戦略事業は、地域に根ざした活動がそれぞれの地区の起爆剤となっています。

そして引き続き日本一の子育て村構想やＡ級グルメのまちおこしなどで全国的に注目され

ています。このような中にあって、決算額において、各会計における収支状況はいずれも黒

字となっています。しかし、決算指標は改善悪化とそれぞれの数値が別れています。この指

標の動きは、交付税や起債の額の動きであり、自主財源が少ない本町にとっての財政運営は、

これに依存するところが大きいと思います。この指標が今直ちに問題ということはいえませ

んが、防災行政無線の更新やごみ処理施設整備事業負担金等の大型事業の起債償還が始まる

ことや交付税の合併特例措置の減額が来年度まで続くことを踏まえた財政運営には気をつ

けられたい。特に、これからますます高齢化していくために必要な福祉施策経費や公共施設

管理費等がさらに増大していくと考えられます。限られた財源の中だからこそ特徴ある町づ

くりが必要で、それぞれの分野での計画においては、きめ細かに検証、修正を加え、適正な

計画をもって進めていって欲しいと思います。以上で決算審査の報告を終わります。次に、

平成３０年度邑南町水道事業会計の決算審査報告を行います。去る６月４日に町長から審査
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に付されたもので、地方公営企業法を適用した事業会計として２年目でございます。意見書

に従いまして主なところを説明させていただきます。１ページをお開きください。審査の対

象は、平成３０年度邑南町水道事業会計決算並びに証書類それに決算について作成すべき書

類等です。審査の期間は、７月１日から１９日までの実質１４日間です。審査の方法は、審

査に付された決算書類が法に準拠し、関係帳票と合致しているか、予算の執行及び事業の経

営が適正かつ効率的に行われたかを主に実施いたしました。審査の結果は、決算書類は関係

法令に準拠していずれも適正に作成され、計数は正確であり、また、事業の経営成績及び財

政状況を適正に表示していると認めました。詳細は以下のとおりでございます。２ページで

ございます。以下、今年度の決算の状況を説明します。経理については、営業に係る活動を

損益的収支と、営業活動以外における資本の増減の資本的収支と明確に区分する発生主義複

式簿記を採用しております。２の予算執行状況で、まず（１）の営業活動で発生する収益的

収入及び支出は、下の表のとおりです。収益は水道料金が主で、決算額４億４３１万４，０

００円は対前年度比１，２２３万円の減収です。費用は、４億４，９７０万７，０００円で、

前年度に比べ３，３４１万８，０００円の減となっています。主なものは、減価償却費、支

払利息等です。３ページ（２）の資本的収入及び支出は、中程の表のとおりでほぼ予算どお

りの執行となっています。収入決算額３億４，４１４万４，０００円は対前年度比１億３，

４５８万６，０００円の増収、支出は４億９，８８７万４，０００円で、前年度に比べ１億

２，８７５万２，０００円の増となっています。収入が支出に対して不足する額１億５，４

７３万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金、

当年度分損益勘定留保資金で補填されているところです。以下、（３）の収支状況ですがい

わゆる損益計算書です。次の４ページの表ですが、営業収支と営業外収益を加えた総収益が

３億８，７９２万６，０００円に対して、営業費用と営業外費用及び特別損失を加えた総費

用が４億４，０８７万６，０００円で当年度の純損失は５，２９５万円となっています。こ

れは前年度に比べ１，６５６万５，０００円減少しましたが、これに前年度繰越欠損金６，

９５１万５，０００円が加わって当年度未処理欠損金が１億２，２４６万５，０００円とな

ったところです。次に（４）その他の事項として、ア企業債の状況は今年度新たな借入が１

件１億５，６３０万円、償還総額は２億５，８１５万６，０００円で本年度末借り入れ残高

は３１億６，０４２万８，０００円となっています。イ一時借入金、５ページのウ流用は特

に該当はございません。エ他会計補助金が、一般会計から２億３，５９２万５，０００円ご

ざいます。それぞれ目的に沿って充当されています。オのキャッシュ・フロー計算書は、事

業活動を行っていくうえで純粋な現金の増減を表したもので、次の６ページの中程です。平

成３０年度の資金は、６，８４８万４，０００円増加いたしました。カの水道料金の収納状

況はこの表のとおりで、現年度分過年度分合わせた収納率は９２．２％と前年度より向上し

ています。７ページ、給水停止の措置状況は該当ございません。次に３の業務状況でござい

ます。（１）の平成３０年度の給水状況は、表のとおりでございますが、特に配水量に対す

る給水量をみた有収水量率は７２．９％となっています。これは、前年度に比べると１．１

ポイント上昇していますが、前年度の冬期での配水管の漏水によって前年度の配水量が多か

ったためと思われます。また給水原価と供給単価でみた供給単価充足率は、５４．８％とな

っています。（２）の平成３０年度の建設改良事業の状況は、瑞穂東簡易水道基幹改良事業、

口羽簡易水道増補改良事業、日貫地区上水道水源改良事業が実施されております。８ページ、
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４の財政状況についてです。いわゆる年度末の貸借対照表になります。資産合計が６０億７，

７９１万９，０００円、負債合計は、４５億９，７７５万４，０００円、資本合計は、１４

億８，０１６万５，０００円となっています。特に負債の中に繰り延べ収益が１３億５，０

９７万８，０００円あります。これは、従来補助金を受けて取得した資産は、補助金部分を

減価償却しないみなし償却制度でしたが、これが廃止されてフル償却制度になったためこれ

から償却する補助金部分の償却額を全額全て長期前受金として負債に計上し、以後毎年減価

償却に合わせて長期前受金戻入として収益化していくものです。資本は欠損が生じたため期

首より減少しているところです。最後の９ページ審査意見です。地方公営企業法を適用して

の事業会計が２年目であります。企業精神のもと、安全で良質な水道水の安定的な供給に向

けて努力されているところです。経営状況について、前年度に続いて純損が失５，２９５万

円を計上しました。これは、前年度に比べて１，６５６万５，０００円減少しましたが、厳

しい状況に変わりありません。事業の根幹である給水状態については、高齢化、人口減少、

空き家の増加等社会的現象により給水人口が減少し、普及も進まない中で料金収入は伸ばし

ていくことは困難な状況であります。また、中山間地域で地理的条件が厳しいことで、供給

単価充足率が公営企業法を適用している県内他の自治体の平均より低くなっております。当

面、キャッシュ・フローでは資金も期首に比較すると増となっており、事業の運営は概ね良

好であると判断できますが、欠損金を生じさせる減価償却費が多額であり、単年度の純損失

は減少傾向であるものの、累積欠損金は当分の間増加すると思われます。現金の支出を伴わ

ないため、累積欠損金が資金不足に直接つながるものではありませんが、料金を改定して事

業会計がスタートしているなかで、水道料金を負担する利用者の理解を得る等課題多いと思

われます。以上で、水道決算審査の報告を終わります。以上でございます。 

 

●山中議長（山中康樹）  以上で、監査委員からの、決算審査結果の報告は終了しました。 

 

～～～○～～～ 

条例の一部改正 

 
●山中議長（山中康樹）  引き続き、提案理由の説明を求めます。 
 
○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 
 
○石橋町長（石橋良治）  議案第２８号から議案第３８号までの提案理由をご説明申し上

げます。まず、議案第２８号邑南町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改

正について議案第２９号邑南町職員の給与に関する条例の一部改正について議案第３０号

邑南町表彰条例の一部改正について議案第３１号邑南町消防団条例の一部改正について議

案第３２号邑南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

についてでございますが、いずれも「成年被後見人等の権利の制限に関する措置の適正化等

を図るための関係法律の整備に関する法律」の制定に伴う改正でございます。次に、議案第

３３号邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
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の一部改正について議案第３４号邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用

者負担に関する条例の一部改正についてでございますが、いずれも幼児教育無償化に伴う子

ども・子育て支援法の一部改正に伴う改正でございます。次に、議案第３５号邑南町印鑑条

例の一部改正についてでございますが、これは、住民基本台帳法施行令等の一部を改正する

政令に伴う改正でございます。次に、議案第３６号邑南町国民健康保険直営診療所条例の一

部改正についてでございますが、これは、使用料の設定及び消費税率引き上げに伴う手数料

改定に伴う改正でございます。次に、議案第３７号邑南町廃棄物の処理及び清掃に関する条

例の一部改正についてでございますが、これは、消費税率引き上げに伴う手数料の改正及び

特定家電４品目の運搬手数料条文削除に伴う改正でございます。次に、議案第３８号邑南町

水道事業給水条例の一部改正についてでございますが、これは、水道法及び水道法施行令の

一部改正に伴う改正でございます。以上詳細につきましては、それぞれ担当課長から説明さ

せますのでよろしくお願いします。 

 

○植田総務課長（植田弘和）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  植田総務課長。 

 
○植田総務課長（植田弘和）  議案第２８号邑南町職員の分限に関する手続及び効果に関

する条例の一部改正についてご説明いたします。この度の改正は、「成年被後見人等の権利

の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律」が令和元年６月１

４日に公布され、成年被後見人等の人権が尊重され、成年被後見人等であることを理由に不

当に差別されないよう、成年被後見人等を資格、職種、業務等から一律に排除する規定等を

設けている各制度について、心身の故障等の状況を個別的、実質的に審査し、各制度ごとに

必要な能力の有無を判断する規定へと適正化することとされたことによる改正でございま

す。それでは新旧対照表をご覧ください。第５条は失職の特例について規定したものでござ

います。具体的には表の右側の現行の条例第５条第１項において、引用している地方公務員

法第１６条第２号が第１６条第１号に改正されたことに伴い、表の左側の改正後（案）のと

おり改正しようとするものでございます。続きまして、議案第２９号邑南町職員の給与に関

する条例の一部改正についてご説明いたします。この度の改正は先ほどの議案第２８号と同

様、「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関

する法律」が令和元年６月１４日に公布されたことに伴う改正でございます。それでは新旧

対照表の６分の１ページをご覧ください。第１９条は期末手当について規定したものでござ

います。第１項では期末手当を支給する対象の職員についての規定をしておりますが、表の

右側、現行の第１項下線部分では地方公務員法第１６条第１号に該当して第２８条第４項に

より失職した場合についても同様としておりましたが、第１６条第１号が削除されたため下

線部分を削除しようとするものでございます。続いて６分の２ページでございます。第４項

は期末手当基礎額の算出についての規定をしておりますが、その際に地方公務員法第１６条

第１号の削除によりまして失職という場合がなくなりますので下線部分を削除しておりま

す。続いて第１９条の２は期末手当を支給しない場合の規定でございます。その中で第２号

は失職した職員としておりますが、地方公務員法第１６条第１号の削除に伴い条例からも削
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除するものでございます。続いて６分の３ページ、第２０条でございます。勤勉手当の支給

についての規定でございますが、失職した職員への支給の場合、地方公務員法第１６条第１

号に該当する場合が法から削除されますので、条例においても下線の部分を削除しようとす

るものでございます。続いて第２項でございますが、勤勉手当の額について定めております。

６分の４ページ第１号では再任用職員以外の職員の支給について述べておりますが、ここで

も失職ということが想定されなくなりますので文言を削除しております。続いて６分の６ペ

ージ第２４条第７項でございます。第２４条は休職者の給付について定めておりますが、第

７項では職員が退職、死亡した場合の支給の取り扱いを規定しておりまして、地方公務員法

第１６条第１号に該当して失職する場合を削除しております。続きまして、議案第３０号、

邑南町表彰条例の一部改正についてご説明いたします。この議案につきましても議案第２８

号、第２９号と同様、「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関

係法律の整備に関する法律」が令和元年６月１４日に公布されたことに伴う改正でございま

す。それでは新旧対照表をご覧ください。第１０条は特別礼遇の停止について規定しており

ます。功労者がどのような状態になったとき功労者に対する特別礼遇が停止されるのかを列

記しておりますが、表の右側、現行の「第１号成年被後見人及び被保佐人」を削除して、第

２号、第３号を左の改正後（案）のとおり繰り上げて第１号、第２号とするものでございま

す。続きまして議案第３１号邑南町消防団条例の一部改正についてご説明いたします。この

議案につきましても、前３議案同様「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を

図るための関係法律の整備に関する法律」が令和元年６月１４日に公布されたことに伴う改

正でございます。それでは新旧対照表をご覧ください。第５条は欠格事項について規定して

おります。消防団員になることができない場合を列記しておりますが、表の右側、第１号の

成年被後見人及び被保佐人を削除して、２号以下を左の改正後（案）のように繰り上げるも

のでございます。以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるもので

ございます。よろしくお願いをいたします。 

 

○小笠原福祉課長（小笠原誠治）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  小笠原福祉課長。 

 
○小笠原福祉課長（小笠原誠治）  議案第３２号「邑南町家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例」の一部改正についてご説明いたします。今回の改正は、前４

議案同様「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備

に関する法律」が公布されたことに伴うものが、まず１点目でございます。具体的には、新

旧対照表５分の３ページをご覧ください。第２３条第２項第２号において、この法律の公布

により児童福祉法の第３４条の２０第１項第４号が第３号に繰り上げられたことに伴い、同

法からの引用も、右側現行の第４号から左側改正案のとおり第３号に改正しようとするもの

でございます。また、その他の改正部分は、「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準」を定める厚生労働省令の一部改正に伴うもので、これは、家庭的保育事業者が、他の認

可保育所などとの連携を確保する義務を、一定の要件のもとで緩和すること、及び、連携を

確保しなくてもよい経過措置を５年間延長できるようにすること、そのほか条文整理などが

その内容となっております。条例改正文の方に戻っていただきまして、附則において、施行
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日は、公布の日からとしております。次に議案第３３号「邑南町特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例」の一部改正についてご説明いたします。

今回の改正は、「子ども・子育て支援法」の一部改正、及びこれに伴う内閣府令の一部改正

に基づくもので、この１０月から全国的に実施される予定の「幼児教育・保育の無償化」の

ための規定の整備が主な内容でございます。具体的には、新旧対照表をご覧いただきたいと

思いますが、改正箇所が多いため、主要な部分のみご説明いたします。４３分の１ページの

条例の題名には「特定子ども・子育て支援施設等」という施設区分の名称を、また、４３分

の３７ページからは約４ページにわたり、その「特定子ども・子育て支援施設等」の運営基

準の規定を、第２章として加えております。これは、従来から認可されている幼稚園、保育

園等以外の、例えば認可外保育施設のほか、多様な形態の幼児教育・保育等の利用者も、一

定の要件を満たし、必要な手続及び確認を受ければ、無償化などの給付を認定できるよう位

置付けるためのもので、４３分の２ページから４３分の３ページの第２条では、これら新た

な給付認定と区別するために、現行の「支給認定」という用語を「教育・保育給付認定」に

改正しており、この用語改正も今回の改正箇所の多くを占めております。また、４３分の２

５ページから４３分の２８ページの第４２条の改正は、議案第３２号同様、家庭的保育事業

等における連携施設の確保義務を緩和するための改正でございます。条例改正文の方に戻っ

ていただきまして、附則において、施行日は、「幼児教育・保育の無償化」の開始予定日で

ある令和元年１０月１日からとしておりますが、第４２条の一部とこれに関連する第３７条

の改正については、公布の日から、とするものでございます。次に議案第３４号「邑南町特

定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例」の一部改正について

ご説明いたします。この改正も議案第３３号同様に「幼児教育・保育の無償化」に伴うもの

でございます。具体的には、新旧対照表をご覧ください。１０分の２ページ以降が利用者負

担額を規定する別表となりますが、現行では、別表は２項に区分され、１０分の５ページ前

半までの別表第１項が幼稚園等、第２項が保育等に関する表となっているところ、今回、３

歳以上の児童について原則無償化とすることに伴い、３歳以上が対象となる幼稚園等に係る

別表第１項を削除して、保育料等を規定する表のみとし、そのうち、３歳以上に係る右側か

ら２つの欄を削除し、３歳未満児のみの利用負担額表としております。また、３歳未満児の

住民税非課税世帯についても無償化となりますので、１０分の６ページの階層区分２の利用

負担額についても０円とするものでございます。そのほか、第３条から第５条及び別表備考

中の改正は、議案第３３号と同様の用語改正でございます。条例改正文の方に戻っていただ

きまして、附則において、施行日は、令和元年１０月１日からとするものでございます。以

上３議案につきまして、それぞれ、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求

めるものでございます。よろしくお願いいたします。 
 

○種町民課長（種由美）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  種町民課長。 

 

○種町民課長（種由美）  議案第３５号、邑南町印鑑条例の一部改正についてご説明申し

上げます。この度の改正は、住民票等への旧氏の記載が可能となるよう、住民基本台帳法施
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行令等の一部を改正する政令が公布され、令和元年１１月５日から施行となることに伴うも

のでございます。それでは、新旧対照表をご覧いただきたいと思います。１ページ目でござ

いますが、住民票の情報を元にして作成される印鑑登録及び印鑑登録証明書につきまして、

旧氏併記に関する規定の整備や、その他所要の字句の整理を行うこととし、第５条、第６条、

そして、２ページ目の第１０条及び３ページ目の第１５条につきまして、下線部分を改正す

るものでございます。条例の改正文にお戻りいただき、改正文の２ページ目をお開きくださ

い。附則として、条例の施行日を令和元年１１月５日としております。続きまして、議案第

３６号、邑南町国民健康保険直営診療所条例の一部改正についてご説明申し上げます。この

度の改正は、「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税

法の一部を改正する等の法律」等において、消費税率が本年１０月１日に８％から１０％に

引き上げられることに対応するため、直営診療所の手数料を引き上げること、また、各種健

康診断や任意の予防接種などの使用料の規定を設けること、以上の点について必要な改正を

行うものでございます。それでは、新旧対照表をご覧いただきたいと思います。はじめに１

ページ目の第６条でございますが、全文改正とし、現行の一部負担金の規定を使用料及び手

数料の規定に改めるものでございます。よって、現行の第７条を削りますので、以降の条文

については一条ずつ繰上げの扱いとなり、あわせて字句の整理を行っております。２ページ

目をご覧ください。別表でございますが、全部改正し、使用料を新設しております。なお、

３ページ目の手数料につきましては、合併当時の金額は消費税分を含んでいない原価である

ものとし、それぞれ新たな税率での金額に改正するものでございます。条例の改正文の２ペ

ージ目をお開きください。附則として、条例の施行日を令和元年１０月１日としております。

また、使用料等の経過措置として、３ページ目になりますが、施行日以後にかかるものに適

用し、施行日前にかかるものについては、従前の例によるとしております。続きまして、議

案第３７号、邑南町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正についてご説明申し上げ

ます。この度の改正は、議案第３６号と同様、「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の

抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律」等において、消費税率が本

年１０月１日に８％から１０％に引き上げられることに対応するため、一般廃棄物収集処分

手数料を引き上げること、また、特定家庭用機器再商品化法に規定する家電４品目の手数料

の規定を削除すること、以上の点について必要な改正を行うものでございます。それでは、

新旧対照表をご覧いただきたいと思います。はじめに、１ページ目現行の第８条第３項、家

電製品の運搬手数料でございますが、この項を削り、あわせて２ページ目の現行の別表第２

も削除するものでございます。これは、特定家庭用機器再商品化法に家電４品目について、

小売業者の引取り義務が明記されており、近年は町に運搬依頼の実績もないためでございま

す。新旧対照表の１ページ目にお戻りいただき、改正後（案）の別表でございます。指定ご

み袋による一般廃棄物収集処分手数料でございますが、消費税について８％から１０％に改

正するものでございます。条例の改正文にお戻りください。附則として、条例の施行日を令

和元年１０月１日としております。また、手数料の経過措置として、改正文の２ページ目に

なりますが、施行日以後に行う処理にかかる手数料で施行日以後に納付するものについて適

用し、それ以外の場合は従前の例によるとしております。以上、３議案につきまして、地方

自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願い

いたします。 
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○三上水道課長（三上和彦）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  三上水道課長。 

 

○三上水道課長（三上和彦）  議案第３８号邑南町水道事業給水条例の一部改正について、

ご説明申し上げます。この度の条例改正は、水道法の一部を改正する法律及び水道法の一部

を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令により、指定給水装

置工事事業者の指定の更新制が導入されることに伴うものです。条例の主な改正点は、改正

水道法第２５条の３の２に規定される指定の更新に係る手数料の追加、政令の条文の改正に

伴い、給水装置の構造及び材質の基準についての規定が第６条になることから条ずれの解消

を図るものです。改正文の次に、１ページから新旧対照表をつけておりますので、お開きく

ださい。第９条第２項の現行は、指定給水装置工事事業者となっていますが、改正後案は、

町長が水道法第１６条の２第１項の規定により指定した者に改めます。次に、第１０条中、

現行は、第４条を改正後案は、第６条に改めます。第１１条中、現行は、水道法を、改正後

案は、法に改めます。２ページをお開きください。第１２条中、現行は、町長が法第１６条

の２第１項の指定した者を、改正後案は、指定給水装置工事事業者に改めます。第３１条の

第２号を現行では第１２条第１項の指定をするとき。を改正後案は、第９条第２項の指定を

するとき。に改めます。また、第３号に新たに、法第２５条の３の２第１項の指定の更新を

するとき。１件につき５，０００円を追加します。この金額については、下水道の指定業者

継続登録手数料に合わせております。改正文にお戻りください。附則に、この条例は、令和

元年１０月１日から施行するとしております。以上、地方自治法第９６条第１項の規定によ

り議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

 
～～～○～～～ 

 
○石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 
 
○石橋町長（石橋良治）  議案第３９号の提案理由をご説明申し上げます。議案第３９号

邑南町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定についてでございますが、

これは、地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴う会計年度任用職員条例の制定につい

てでございます。詳細につきましては、総務課長から説明させますのでよろしくお願いしま

す。 
 
○植田総務課長（植田弘和）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  植田総務課長。 

 
○植田総務課長（植田弘和）  議案第３９号 邑南町会計年度任用職員の給与及び費用弁
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償に関する条例の制定についてご説明いたします。１ページめくっていただき、条文をご覧

ください。この条例の趣旨を第１条に規定しております。地方公務員法第２２条の２第１項

に規定する会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関し必要な事項を定めるものでござい

ます。第２条は定義でございます。条例中に用いられる用語について定義しております。第

３条は会計年度任用職員の給与について規定しており、パートタイム会計年度任用職員、フ

ルタイム会計年度任用職員について給与に含まれる範囲を列記しております。第４条から第

１５条まではフルタイム会計年度任用職員の給料、手当等について第１６条から第２６条ま

ではパートタイム会計年度任用職員の報酬手当等について規定しております。第２７条では

給与からの控除について、第２８条では町長が特に必要と認める会計年度任用職員の給与に

ついて、第２９条では休職者の給与について、第３０条では委任について それぞれ規定し

ております。附則でございます。この条例は、令和２年４月１日から施行するとしておりま

す。以上、邑南町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について、地方

自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 

～～～○～～～ 
 
○石橋町長（石橋良治）  議案第４０から議案第４５号までの提案理由をご説明申し上げ

ます。まず、議案第４０号令和元年度邑南町一般会計補正予算第３号は、歳入歳出それぞれ

５億８，２１９万３，０００円を追加するものでございます。次に、議案第４１号令和元年

度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ１９６万２，００

０円を追加するものでございます。次に、議案第４２号令和元年度邑南町国民健康保険直営

診療所事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ１，１７７万３，０００円を追加

するものでございます。次に、議案第４３号令和元年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算第１号は、歳入歳出それぞれ１７９万２，０００円を追加するものでございます。

次に、議案第４４号令和元年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それ

ぞれ５００万１，０００円を減額するものでございます。次に、議案第４５号令和元年度邑

南町電気通信事業特別会計補正予算第１号は、歳入の組替えでございます。以上、詳細につ

きましては、それぞれ、担当課長から説明させますのでよろしくお願いいたします。 

 

○白須財務課長（白須寿）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  白須財務課長。 

 

○白須財務課長（白須寿）  議案第４０号令和元年度邑南町一般会計補正予算第３号につ

いてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳入歳出予算の補

正でございますが、歳入歳出それぞれ５億８，２１９万３，０００円を追加いたしまして、

歳入歳出予算の総額を１２２億２，８４４万２，０００円とするものでございます。歳入歳

出予算補正の款項の区分及び金額につきましては、２ページから４ページの「第１表歳入歳

出予算補正」に記載しております。詳細につきましては、後ほど「予算に関する説明書」の

事項別明細書で説明させていただきます。第２条の地方債の補正がございます。５ページを

お開きください。第２表地方債補正でございます。追加分としまして、現年発生農地補助災
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害復旧事業債、現年発生農業用施設補助災害復旧事業債、現年発生農業用施設単独災害復旧

事業債、現年発生林道単独災害復旧事業債及び現年発生公共土木施設単独災害復旧事業債で、

本年７月に発生しました梅雨前線豪雨災害の災害復旧事業に係るものでございます。変更分

としまして、過疎地域自立促進特別事業債は、８０万円減額の３億１，４４０万円に、道路

改良舗装事業債は、２１０万円減額の６，２８０万円に、過年発生農業用施設単独災害復旧

事業債は、６５０万円追加の２，２７０万円に、臨時財政対策債は、発行可能額の確定に伴

い７，７２８万６，０００円追加の１億８，５２３万８，０００円に限度額をそれぞれ変更

するものでございます。これにより、地方債の限度額の合計を、１４億４，０９３万８，０

００円とするものでございます。１枚めくっていただきますと、「予算に関する説明書」と

なっております。表紙をめくっていただきますと事項別明細書となっております。１ページ

から３ページは総括表となっておりますので説明に合わせてご確認ください。説明の方は４

ページからさせていただきますので４ページをお開きください。はじめに、歳入でございま

す。主なものを説明させていただきます。９款地方特例交付金１項地方特例交付金でござい

ますが、７月２３日の交付決定により個人住民税、自動車税、軽自動車税の減収を補填する

地方特例交付金を２０２万３，０００円追加するものでございます。１０款地方交付税１項

地方交付税でございますが、７月２３日の交付決定により普通交付税を１億２，５２３万２，

０００円追加するものでございます。下水道費における、有収水量の算出方法の見直しによ

る投資補正の増加などが要因でございます。１２款分担金及び負担金１項分担金でございま

すが、１１目災害復旧費分担金は、現年発生分は本年７月発生の梅雨前線豪雨災害分、過年

分は平成３０年に発生しました豪雨災害の災害復旧工事に係る分担金を追加するものでご

ざいます。６ページをお開きください。１４款国庫支出金２項国庫補助金でございます。３

目民生費国庫補助金のうち１節社会福祉費補助金のプレミアム付商品券事業費補助金は、発

行見込の商品券の額面の２０％にあたる１，３５０万円を追加するものでございます。２節

児童福祉費補助金の地域子ども・子育て支援事業補助金は幼児教育無償化に対応するための

補助金を４１５万1，０００円追加するものでございます。８目土木費国庫補助金は、社会

資本整備総合交付金の交付決定に伴い、２節道路橋りょう費補助金を６９０万５，０００円

減額するものでございます。この補正により、歳出の維持費、道路新設改良費及び橋りょう

新設改良費におきまして事業費の変更及び財源更正を行っております。８ページをお開き下

さい。１５款県支出金２項県補助金でございます。２目総務費県補助金１節総務管理費補助

金のしまね総合交付金は交付額決定に基づき２３０万８，０００円追加するものでございま

す。６目農林水産業費県補助金１節農業費補助金の多面的機能支払事業補助金は、交付決定

に基づき２，６３３万円減額するものでございます。１０ページをお開き下さい。１５款県

支出金２項県補助金１１目災害復旧費県補助金１節農林水産施設災害復旧費でございます

が、本年７月発生の梅雨前線豪雨災害による農地災害と農業用施設の災害復旧に係る県補助

金で、合わせて１，４５０万円追加するものでございます。１７款寄附金１項寄附金１目一

般寄附金２節ふるさと寄附金は、寄附金の収入状況から今年度の寄附金額を２億５，万６，

０００円と見込み、１億７，０００万円追加するものでございます。１８款繰入金２項基金

繰入金１目財政調整基金繰入金は、１億９，３１４万円減額し、今年度予定していた財政調

整基金からの繰り入れを、繰り入れしないこととするものでございます。１４目いこいの

村・香木の森基金繰入金は、施設修繕の財源とするため４１５万８，０００円追加するもの
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でございます。１５目ふるさと基金繰入金は、ふるさと納税に係るふるさと基金事業などの

財源とするため、１億１，３７７万８，０００円追加するものでございます。２６目三江線

跡地活用基金繰入金は、邑南町地域公共交通網形成計画策定費の財源とするため、２８９万

３，０００円追加するものでございます。１２ページをお開きください。１９款繰越金１項

繰越金１目繰越金は、平成３０年度決算の歳計剰余金として１億８，５９０万５，０００円

を追加するものでございます。２０款諸収入５項雑入２目雑入でございます。３節過年度補

助金等返還金は、邑智郡総合事務組合で行っております介護保険事業の過年度分負担金の精

算分で、４９４万円追加とするものでございます。６節雑入の建物・自動車共済給付金は、

町営三本松住宅の建物災害共済金の確定により、６７０万７，０００円を減額するものでご

ざいます。２１款町債１項町債でございますが、先ほど地方債補正で御説明いたしましたの

で省略させていただきます。１６ページをお開きください。歳出でございます。歳出全般に

ついてですが、平成３０年度の決算結果から、各特別会計繰出金の調整を行っております。

また、平成３０年度の国県補助事業に係る事業費の確定があったものにつきましては、過年

度分補助金等の返還金を計上しております。主なものをご説明いたします。２款総務費１項

総務管理費１目一般管理費の００２一般管理費のうち、０３財政調整基金管理費は平成３０

年度決算に伴う歳計剰余金の処分として、財政調整基金への積み立てを２，４９７万７，０

００円追加するものでございます。１６減債基金管理費も、平成３０年度決算に伴う歳計剰

余金の処分として、減債基金への積み立てを１億９，２４６万５，０００円追加するもので

ございます。１７ふるさと基金管理費は１億７，０００万円の追加、１８ふるさと基金事業

費は１億１，２５８万１，０００円の追加を計上しております。ふるさと基金につきまして

は、寄附された歳入をいったん基金管理費として全額積み立て、その中から事業に必要な額

を基金から繰り入れ、基金事業費とする予算となっております。１１目情報政策費の００２

電気通信事業特別会計繰出金は、電気通信事業特別会計への繰出金の調整により６１９万６，

０００円減額するものでございます。１２目生活交通確保対策事業費１３節委託料は、三江

線跡地活用基金を財源に邑南町地域公共交通網形成計画を策定するため、２８９万３，００

０円追加するものでございます。２５節積立金は、三江線代替交通確保事業として、平成２

９年度繰越事業で実施予定だった宇都井バス停留所整備工事が、用地取得の遅れ等により実

施できなかったことを受け、繰越金を財源に三江線代替交通確保事業基金に積み立てるため、

３４４万円追加するものでございます。１８ページをお開きください。３款民生費１項社会

福祉費１目社会福祉総務費の００１社会福祉総務費は、幼児教育無償化に伴う基幹システム

改修に係る邑智郡総合事務組合負担金（情報システム課）の追加等でございます。０１５プ

レミアム付商品券事業費は、商品券の販売・換金業務を委託するため、１３節委託料を１，

３５０万円追加するものでございます。３目老人福祉費の００３後期高齢者医療事業特別会

計繰出金は、後期高齢者医療事業特別会計への繰出金の調整により２，６１３万９，０００

円減額するものでございます。２２ページをお開きください。４款衛生費１項保健衛生費１

目保健衛生総務費の００５下水道事業特別会計繰出金（生活排水等）は、下水道事業特別会

計への繰出金のうち生活排水処理事業にかかる繰出金の調整によるもので、３８１万８，０

００円減額するものでございます。００６直営診療所事業特別会計繰出金は、直営診療所事

業特別会計への繰出金の調整によるもので、２２９万円減額するものでございます。２４ペ

ージをお開きください。６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費の００５多面的機能支
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払事業費は、交付決定に基づき、資源向上支払の施設の長寿命化に係る事務費と交付金を、

３，５１７万円減額するものでございます。５目農地費の００６下水道事業特別会計繰出金

（農業集落排水）は、下水道事業特別会計への繰出金のうち農業集落排水事業にかかる繰出

金の調整によるもので２３７万６，０００円減額するものでございます。７款商工費１項商

工費３目観光費の０１０いこいの村・霧の湯等管理費は、いこいの村しまねと霧の湯の施設

修繕費を４１５万８，０００円追加するものでございます。２６ページをお開きください。

８款土木費１項土木管理費３目下水道費は、下水道事業特別会計への繰出金のうち特定環境

保全公共下水道事業にかかる繰出金の調整によるもので、５７１万８，０００円減額するも

のでございます。８款土木費２項道路橋りょう費３目道路新設改良費及び、２８ページをお

開き下さい。５目橋りょう新設改良費は、歳入で申し上げました社会資本整備総合交付金の

交付決定に伴う事業費の変更及び財源更正でございます。３４ページをお開きください。１

１款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費１目農地災害復旧費のうち００１農地災害復

旧事業費（現年・補助災害）につきましては、羽須美地域２カ所、瑞穂地域４カ所及び石見

地域２カ所の合計８カ所分の１，６４４万８，０００円の追加でございます。２目農業用施

設災害復旧費の００１農業用施設災害復旧事業費（現年・補助災害）につきましては、羽須

美地域２カ所分、１，１３８万２，０００円の追加でございます。００２農業用施設災害復

旧事業費（現年・単独災害）につきましては、羽須美地域１カ所分、２６１万７，０００円

の追加でございます。００６農業用施設災害復旧事業費（過年・単独災害）につきましては、

事業費の確定に伴い２７か所分、１，００９万７，０００円の追加でございます。つづきま

して、３目林道災害復旧費の００３林道災害復旧事業費（現年・単独災害）につきましては、

羽須美地域４カ所、瑞穂地域２カ所及び石見地域１カ所の合計７カ所分、１，８２０万円の

追加でございます。１１款災害復旧費２項公共土木災害復旧費１目公共土木災害復旧費の０

０２公共土木災害復旧事業費（現年・単独災害）につきましては、羽須美地域７カ所、瑞穂

地域１１カ所及び石見地域１カ所の合計１９カ所分、５，３７７万３，０００円の追加でご

ざいます。以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 

○種町民課長（種由美）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  種町民課長。 

 

○種町民課長（種由美）  議案第４１号、令和元年度邑南町国民健康保険事業特別会計補

正予算第２号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出

予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ１９６万２，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ１３億８，１３３万７，０００円とするものでございます。詳細につき

ましては、予算に関する説明書の事項別明細書４ページ・５ページをお開きください。今回

の補正は、平成３０年度の決算に伴います繰越金や平成３０年度職員給与費等の精算及び本

算定に伴います保険税の対応のため、それぞれについて必要な補正を行っております。はじ

めに、歳入でございます。１款、１項の国民健康保険税でございます。本算定に伴い、１，

５７８万円減額でございます。９款、繰入金、１項基金繰入金でございますが、平成３０年
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度繰越金による財源振替で６７６万２，０００円減額でございます。次に、２項他会計繰入

金でございますが、平成３０年度職員給与費等繰入金の精算として４万８，０００円減額で

ございます。次に、１０款の繰越金でございますが、平成３０年度決算に伴い、２，４５５

万２，０００円追加でございます。続いて、歳出でございます。６ページ・７ページをお開

きください。７款、１項の基金積立金につきまして、１９６万２，０００円追加でございま

す。以上でございます。続きまして、議案第４２号、令和元年度邑南町国民健康保険直営診

療所事業特別会計補正予算第２号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開き

ください。第１条、歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ１，１７７万３，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億１，７１６万１，０００円とするも

のでございます。詳細につきましては、後程、予算に関する説明書の事項別明細書で説明さ

せていただきます。第２条、地方債でございます。第２表「地方債」でご説明申し上げます

ので、予算書の４ページをお開きください。第２表地方債でございますが、矢上診療所医師

住宅整備事業債としまして、限度額１，３６０万円。これは、矢上診療所の医師住宅として

空き家改修事業に充てるものでございます。次のページから予算に関する説明書でございま

す。詳細につきましては、予算に関する説明書の事項別明細書４ページ・５ページをお開き

ください。はじめに、歳入でございます。８款の繰入金、１項他会計繰入金でございますが、

阿須那診療所及び矢上診療所の運営費補てん分、合わせて２２９万円減額でございます。次

に、９款、１項の繰越金でございますが、平成３０年度決算に伴います繰越金として４６万

３，０００円追加するものでございます。１１款、１項町債でございますが、先程、地方債

でご説明いたしましたので省略させていただきます。６ページ・７ページをお開きください。

歳出でございます。１款総務費、１項施設管理費でございます。このたびの阿須那診療所の

所長の退職に伴い、所長の変更とともに診療体制も変わりましたので、７１３万７，０００

円減額するものでございます。次に、３款、１項施設整備費でございます。矢上診療所医師

住宅整備事業として１，８９０万４，０００円追加でございます。次に、６款諸支出金、１

項償還金でございますが、矢上診療所の過年度分の診療報酬返還のため、６，０００円追加

でございます。以上でございます。続きまして、議案第４３号、令和元年度邑南町後期高齢

者医療事業特別会計補正予算第１号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開

きください。歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ１７９万２，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５，５７９万２，０００円とするも

のでございます。詳細につきましては、予算に関する説明書の事項別明細書４ページ・５ペ

ージをお開きください。この度の補正は、平成３０年度の決算に伴います繰越金と平成３０

年度の療養給付費負担金の精算及び平成３０年度の出納整理期間中に収入いたしました保

険料について令和元年度に精算されることに伴い、それぞれ必要な補正を行うものでござい

ます。はじめに、歳入でございます。５款繰入金の1項一般会計繰入金につきましては、1目

事務費繰入金を３６万円減額。これは、前年度繰越金に含まれております出納整理期間中に

収入しました平成３０年度保険料を差し引いた額でございます。続いて、３目の療養給付費

負担金繰入金でございますが、平成３０年度分の負担金精算に伴うもので２，５７７万９，

０００円減額でございます。次に、６款の繰越金につきましては、平成３０年度決算に伴う

ものでございまして、２１５万２，０００円追加でございます。７款諸収入、２項広域連合

納付金でございますが、平成３０年度の療養給付費負担金の精算に伴う超過分の返還金とし
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て、２，５７７万９，０００円追加でございます。続きまして、６ページ・７ページをお開

きください。歳出でございます。２款の後期高齢者医療広域連合納付金、１目の保険料等負

担金につきまして、出納整理期間中に収入しました平成３０年度分の保険料を令和元年度の

歳出予算で広域連合に納めることとなっておりますので、繰越金に含まれております保険料

分、１７９万２，０００円を追加するものでございます。以上、３会計につきまして、それ

ぞれ地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろし

くお願いいたします。 

 

○三上水道課長（三上和彦）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  三上水道課長。 

 

○三上水道課長（三上和彦）  議案第４４号令和元年度邑南町下水道事業特別会計補正予

算第２号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出予算

の補正でございますが、歳入歳出それぞれ５００万１，０００円を減額し、歳入歳出総額を

それぞれ９億４,２４９万７，０００円とするものでございます。歳入歳出予算補正の款・

項の区分及び金額につきましては、２ページ及び３ページの「第１表歳入歳出予算補正」に

記載しております。なお、詳細につきましては、後ほど「予算に関する説明書」の事項別明

細書の方でご説明申し上げます。第２条、地方債の補正でございますが、４ページをお開き

ください。第２表、地方債の補正でございます。変更分としましては、資本費平準化債の発

行可能額確定に伴い、生活排水資本費平準化債が６０万円減額、農業集落排水資本費平準化

債が１０万円減額、下水道資本費平準化債が１００万円の減額で、これにより地方債の限度

額の合計を１億５，５９０万円とするものでございます。次に、予算に関する説明書の事項

別明細書４ページをお開きください。この度の補正では、歳入は、繰越金の確定に伴います

一般会計繰入金の減額、平準化債確定に伴います平準化債の減額及び繰入金の追加、下水道

管支障移転工事を実施しないこととなったことによる雑入の減額、歳出は、下水道費の減額

を行うものでございます。はじめに歳入でございます。６款の繰入金、２項の他会計繰入金

を１，１９１万２，０００円減額、７款の繰越金、１項の繰越金を１，３６１万１，０００

円の追加、８款の諸収入、１項の雑入を５００万円減額、９款の町債、１項の町債を合計１

７０万円減額するものでございます。次に６ページをお開きください。歳出でございます。

３款の土木費、１項の下水道費を５００万１，０００円減額するものでございます。以上、

地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお

願いいたします。 

 

○植田総務課長（植田弘和）  議長、番外。 
 
●山中議長（山中康樹）  植田総務課長。 

 
○植田総務課長（植田弘和）  議案第４５号令和元年度邑南町電気通信事業特別会計補正

予算第１号について、ご説明いたします。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳
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入歳出予算の補正でございますが、今回の補正は、歳入予算の組み替えによるものでござい

ますので、歳入歳出予算総額の増減はございません。歳入予算補正の款項の区分及び金額に

つきましては、２ページの第１表歳入歳出予算補正に記載しております。次に補正予算の内

容を予算に関する説明書の事項別明細書で説明させていただきます。事項別明細書の２ペー

ジ、３ページをお開きください。この度の補正は、平成３０年度決算による繰越金を計上す

るほか、繰越金で確保した財源の２分の１を電気通信事業基金繰入金の減額に充て、残りの

２分の１を一般会計繰入金の減額に充てようとするのものでございます。以上、令和元年度

邑南町電気通信事業特別会計補正予算第１号につきまして、地方自治法第９６条第１項の規

定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

●山中議長（山中康樹）  以上で、執行部の説明は終了いたしました。 

 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第６ 陳情文書表 

 

●山中議長（山中康樹）  日程第６、陳情文書表を議題といたします。本定例会までに

受理した陳情は、お手元に配布しております陳情文書表のとおりでございます。陳情第２

号につきましては、産業建設常任委員会に付託しましたので報告いたします。 

 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 

 
●山中議長（山中康樹）  以上で、本日の日程はすべて議了いたしました。本日は、これ

にて散会といたします。 
 

―― 午後３時７分 散会 ―― 
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